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1974年の鳥海山の 153年ぶりの噴煙

鳥海山は岩手から見える山である。それでとの山もととでと b上げた。文政4年(1821年〉

以来の噴火で、東北では1970年の秋田駒ク岳Kつく・ものであれ 3月初めに中央火口丘の新

山(2287m)から噴揮を突然陀あげた。

写真は4月25日頃の噴煙をあげている状況を北側よ b撮影したもので、との時は最高峯の

新山(中央K見える)からで在〈、噴火口は転移し、右側の同じ〈中央火口丘の荒神岳の向側

(つまり南側)の斜面から生じた。

新山の左手の高所は2280mの七高山(七五山ともいう〉で外輪山であれ成層している。

新山は享和元年 (1801年)の大爆発で、七高山と荒神山の聞に後から新し〈生じた中央火口

丘で、時に別名として享和岳とも呼ばれる菖がある。今回の爆発はーク所からだけでなし新

山と荒神岳の数ク所から訟とョたもので、いずれもとの 2つの中央火口丘だけから生じている。

秋田駒ヶ岳のような溶岩流は流さ在か乞たが、泥流状のものは一部北面を流れた。写真では右

手陀も成層した外輪山が見えて~b，北面K聞いた外輪山が中央の 2つの新山と荒神岳をと b

まいているのがわかる。烏海山陀は大き在爆裂火口は古いものが、ほかにも西側K一つあるが、

岩手から遠望ぎれるのは、との写真のととろである。(K. T ) 
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附和47年 12月~附和49年 3月の聞に起こった
亭異常気象について

一樹ー南高橋一男

異常気象現象が問題として取り上げられるように在ってから、今年で1昨〈らいに左 bます。新

聞紙上にも多〈取り上げられてお今、今では我々陀も耳走れた言葉と左ってお‘ります。とと 1--2

年の気象現象を見てみますと、我々 Kも何か普通と遣う左と忠われるよう左現象が起きているよう

です。つまり、昨年冬のいわゆる暖冬(昭和毎年12月~同48年2月)、今冬の豪雪(昭和48年11月

~同49年 8月〉とまった〈対照的左現象が起きています。また、その聞の昭和48年 6月......8月Kは、

全国的陀干ばつが問題と走りました。

との一年半の聞だけでも以上のよう~3 つもの顕著左現象が起きているととは大変興味深いとと

だと思います。そとで、とと一年半の間陀起きた異常気象現象Kついて少し調べてみました。

異常気象とは何か

耳走れた異常気象という言葉も、あらためて、「異常気象とはどのよう左現象をのでしょうか?J 

と聞かれると、大部分の人は返事K困ってしまうのでは左いでしょうか。また、「はたして気象現

象K正常とか異常とかいうととがあるのだろうか」といったよう左事もよ〈聞かれるととです。で

は、いったい異常気象とはどのよう左現象左のでしょうか。事典在どを調べて見ましても、異常気

象の項目は左〈、はっきりした定義はまだ左いようですが、現在のととろ“異常"という言の解釈

により次のよう左いろいろの考え方があるようですO

* ① 国連の下部組俄である世界気象機構 (WMO)で過去30年間の天候を標準の天候として、その

聞の気圧・気温・降水量左どの算術平均値を平年値とすると決めた。とのととを考え、との平年

値より大き〈かけ離れた現象を異常気象とするという考え方。(つまり、 30年陀一回起きるよう

左現象は異常気象陀入ら左い)

車 気象庁が昭和48年 4月勾日 K発表した「近年の世界の天候Kついて Jの中では25年間と在

っていますが， r異常気象守と「異常気象と環境染汚守の 2冊では8伴聞と在って付まし

たので、一応ととでは30年間として台きました。

②人聞が物心ついてから死ぬまでの期間はだいたい50.......60年であるから、その間陀一回経験する

かどうかの珍しい現裁を異常気象とするほうが一般の感覚と合うという考え方。

③社会に与える影響から判断すると1{咋K一回ぐらいの割合で起とる現象としたほうが良いとす

る考え方。

以上の 8つの考え方は平均的左気候を定め、その平均値(気正・気温・降水量左どの)より大き

〈かけ離れた現銀が異常気象であるとする考え方では同じ左のですが、その平均値を何年間の平均

とするかの違いのようです。一方、とれらの考え方と根本的K異在る考え方もあるようです。つま

り、大気の運動を左右している巡動方程式が変ったわけでは左〈、大気は今までもその法則陀した
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がい運動しているのK、“異常"と名前をつけるのは金かしいという考え方です。との考え方も、

もっともを考え方だと思います。異常気象という雷Kついての考え方は、以上のように 4つの考え

方があるようですが、その中で一般的陀用いられているのは一番目の考え方のようです。

在台、「ある町での日降雨量が500ミリという現集は、その町Kとっては数十年ぶりの珍しい現

象でも、日本全体から見ると、とのよう左現象が年~1-..2 ク所生じるととは、そう珍しいととで

は左い Jというよう念事もあり、ある現象を異常気象と断定する陀は左か左か難しい点もあるよう

です。また、新聞紙上VC$'oいて“異常気象"と番かれている現象の中Kは、必ずしも①の意味での

異常気象K入ら左いものもあるようです。

現在まてI~" どのような異常気象現象か定己っているか、その原因は何か。

現在、多〈の関心を集めている異常気象現象が起とり始めたのは、昭和81年 9月頃からと考えら

れて台bます。それ以降、豪雪・干ばつ・暖冬左どの異常現象がいろいろ形を変えて、〈り返し起

とっています。現在までK起とった主左ものは次K示す通bです。

昭和81年 9月一異常高温.台風来襲せず。同88年 1月一北睡豪雪，ヨーロッパ・アメリヵ異常寒

冬。同S伴 9月一異常低温，台風来製せず。同8伴 1月一異常暖冬.多雨。同鈎年8月一北陸日本

低温多雨，西日本干ばつ。同40年 8月-..4月一日本・ヨーロッバ・アメリカ異常寒冬。同必年9月

→七九州・瀬戸内海地方干ばつ。同4緯 12月一異常暖冬。同4伴 8月一太平洋側陀大雪。同毎年8

月一東日本異常低温。

また、世界的Kみますと I図のよう K在ってさ.-tます。

む予防 @矧 令鍛 持品馳

-、. 

1968年-..1972年の1伴陶K世界各地K起とった異常気象を模式的K示した。円はだいたい

の区域を示す。干ばつと大雨左どのまった〈反対の現象が隣 b合って起とっているととがわか

る。い気象n1978年 6月号より転載〉

次陀異常気象が問題として取り上げられるきっかけと在った昭和88年 1月の北陸豪雪のときの模

様陀ついて少し述べてみたいと思います。
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会 昭和銘年 1月の北陸豪雪とは、新潟県や富山県を中心陀して北陸山陰地方全体にわたって、平年

よT2.5悦--1悦も多い大宮がふったという事ですが、ただそれだけでは左〈ふだん雷の降ら左い

九州地方や種ク島Kも降bました。佐賀では 1ク月の聞に23目、福岡ではzl日も雪が降bましたし、

種ク島のレーダー基地では20cmもの積雪を記録しました。そして、との月の九州地方の月平均気温

は平年主 t2'C--3'Cも低〈、観測開始以来初めてという異常寒冬と在ってしまったわけです。と

の時、北海道地方はどうかといいますと、札幌で平年の約半分の回mの積雪だったほか、各地でも

平年値を下回 b、気温も平年より 1'C--2'C高目で暖冬と左ってl:.'_!:)ます。また、 1月25日Kは鹿

児島では雪が降bましたが、アラスカでは雨が降っていたというととです。南と北がすっかb入れ

変ったよう左状態K左ってしまったわけです。昭幸田8年 1月の気象の呉常性は、以上述べたよう托

気温や降雪量K現われているだけで左しむしろ気圧の方に顕著K現われています。つま払との

月の月平均気圧は全国的K平年よ T10ミリパ吋レ以上も低かったのです。とのようを現象は統計的陀

見ると、一万年K一回という非常K珍しい現敏だというととです。その翌年の昭和8鮮の冬はどう

かといいますと、日本海側の金沢では 6cm，福井ではl1cmの積雪しか左〈、前年とはまった〈逆陀

全国的左異常暖冬と左 bました。

昭和鉛年 1月の呉常気象は日本陀沿いてそうだっただけで左〈、北アメリカやヨーログバ陀砕い

てもまた歴史的左寒冬を記録しましたoまた、とれとは逆花カムチャツカ=ベーリング海，中央ア

ジア西部，グリーンランドの 8つの地域では平年より 8'C--12'Cも高いという記録的意暖冬と左 b

ました。つまり、地球上K寒冬の地域と暖冬の地域設校互陀並んで現われ、地球全体が呉常気象犯

すっかり包み込まれてしまったわけです。とれは、気圧配置が世界的Kすっかb変ってしまったた

め(日本花台いて、月平均気圧が10ミリバールも低かったのもとのため)、偏西風の流れる道すじが

大き〈変ってしまったととが原因と考

えられます。また、気圧分布の呉常の

ため、海水の分布Kも呉常が現われた。

とのため、地球の自転速度が 1万分の

a5秒速〈在ったととが天文台の観測

の結果健かめられています。

以上のよう左昭和38年 1月の北陸豪

雪のときの模様は異常気象の特徴をよ、

〈示していると思います。

①異常気象はーク所だけK起とるも

のでは左〈、世界的左規模で起とb、

それらは互い陀探い闘係がある。

②巽常気象は寒冬と暖冬左どのよう

Kまったく対照的左現象が、時閥的

Kも空間的Kも隣り合って起とる場

合が多い。

b 

今

ピ'

ジェ y ト気流の吹き方の模式凶(2凶〉

a ー東西方向の流れが強い。

b t Cー密封Tし、南北方向の流れが現われている。

異常気象は b • Cの時K多〈起とっている。

(“気象，，1973年 6月号よ b転載)
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以上の 2つカ・品常気象の特徴と念っていると思いますo

では、とのような呉常気象を起としている係閣はや]でしょうかo地球上の気象の大成侠念分布は

俄商風の桜子たよりiJ.とまって しま いますoそして、その偏扇風の吹き方の様子は E凶Vζ示す:iuit、

主に東西方向の流れが強机場合(]11泊のa)と大きく蛇行し南北方向の流れが強い場合(百凶のb

とc)とがあ b ま寸o~常気象はとの南北方向の流れが強い川合K茨われています。つまり 、{関西

!系が南下してくる池峻vcは型車冬が、北上して〈る地域Pては暖冬が波われるわけですo(昭和38年 1

月f亡、暖冬の地域と袋冬の地域が交互VC現われたのは とのためと考えられをす) そして、との南

北方向の流れは南北の混l立差がたき くなると、それを解消するためK減われると考えられています。

近年、北極地方は怒冷俗の方向:乞向かつてお、り、南北の温度廷がたさ〈なりつつあります。そのた

め、 南北方向の流れがしばしは現われ、兵1t~・気絞が頻発しているものと考えられてなります。(今

後も との傾向は説くと考・えられています) つまり、北磁地万が怒冷化している原闘が主主常気象の

原因だと考えられるわけです。その寒冷化の依閣はまだはっきりしていたいようですが、i'JZの 2つ

治時'えられているようです。

①太陽活仙の納式vcよって起ζるとする太問活動説。

② 火山以発!てよる火山氏.言宗主Tの変化，オゾンtl{の変化 .ジェット微などのはき出すチリや焼畑

のためなK主主い上るテリ念どのため、太閤からのエネルギ-iJ可也球vc返するまでK吸収 ，散乱さ

れ減少するためとする大気組成変化説。

以上の 2つが主念j泉闘と三考えられているようですが、ぞれがどのような機構でたうえ~rc作用してい

るのかという事は、:l;だ.t<わか っていないようです。

暖冬 ・干ばつ・ 謀雪

昨年冬の暖冬 . 昨年比の干ばつ . 今冬の紋IJ j と 3 つもの倣滑な気象現象がとの一年半の!日J~c起き

ている ζとは酬にも述べた:ii皇りですo次K、添削の記事などを中心に、その時の状況について少し

述べてみたいと忠いますo

暖冬(昭和 47年 12月~昭和 48年 2月)

11月下匂から12月中句にかけては、日本併のI1政 1圧が去った後V亡大悼の給気圧力、ら怒気が吹き出

し冬裂の気比配1置となり、日本隊似11では雨や皆、太平洋側では附天 ・wn-乾燥となると とが多かっ

た。東京では12月 7日までの包日1111無降水の臼効税き、巡回災予言乾燥注:依絡が出されていた。しか

し、との冬JiIJ.の気圧自己1紅も弱いもので、女〈紋くととはほとんどな 〈気温も平年よ t，.;)日K最重i起し

たo とのため、北陣地方では雨の降る日もあ D、12月中旬というのκスキーのできない所もあった。

12月下勾から 1月木にかけては弱い冬製となるζ ともあったが長 Oi悦かす、米ツナrllHてきも生し

た低気圧(いわゆる台湾坊主)が、しばしば、 B本に近づき太平洋の令i也?と大雨を降らせた。その

中でも、 12月匂B-2~日 Kかけて辿必した低気比は 1 日の"lI ~C '\'lT偽 CJI!::京都)で鈎1 ミリ. 尾鷲(

三重県)で 288ミリ .潮岬でお1ミリ(いずれも鋭叡11樹始以米第一世の記録)などの季節はずれの

た雨を降らせた。 ζのため、千葉県で汽車が不}ltlvcなる念どの砲をwが出た。 とのような台湾JJj主は

4 



1月K入ってからもしばしば日本付近を通過した。 1月27日Kは、今冬初の本格的左冬型の気圧配

置とまり各地でだいぶ冷えとんだo東京都心でも-o.4-Cと今冬初(7)71<点下を記録したが、とれは.

暖冬と騒がれた去年の冬よ 922日も遅いものであった。 2月陀入ってからもしばしば弱い冬型と在

るととはあったが、気温は平年より高自の日が多〈、月平均気温は各地で l-C---2-C高目であった。

2月下匂から 3月末陀かけての気圧配置は顕著左冬型と在るととが多〈、 1月.......2月の暖冬から

一変しての寒春と左ったoとのため、日本海側では雷、太平洋側では好天という冬特有の天気分布

地現われた。太平洋側の各地での 3月の月降水量は小名浜(福島県)で14ミリ，東京で10.ミリ，名

古屋で8ミリと少左〈空気か乾燥しているととろ陀、春の強風カ鞠し火災が多〈発生した。また、

中部山岳地帯では積雪量が増え、 8月末陀は央只見(福島県)で 386センチをま録したo左b、8

月の月平均気温は各地で l-c.......2-c低めであった。

岩手県陀長いても昨年を上回る暖冬と在った。 11月22日陀現われた弱い冬型の気圧配置のため、

平野部で昨年よ T4日早い初雷を言議した。その後、 1月11日陀県北沿岸部を中心K9年ぶりの大

雪が降り(久慈市久喜・侍浜で 61センチ，久慈市内で 45セシザ)，交通機関が混乱したととはあった

が、全般的K気温は高い自治続き雷はあまり降ら左かった。盛岡・宮古陀台ける 11月---2月の月平

均気温は平年より高かったが、特K12月--2月の 3ク月聞は 2-C以上も高(3月どろの暖かさであ

った。(第 1表，第 6凶の a 参照) とのため、雪よ bも雨の降る日が多〈、積雪は非常に少左

第 1表

1972年 1973年
12月 1月 2月

平年よ b高かった回数 勾日 25'日 22日

平年よ b低かった回数 8日 6日 6 a 

盛岡K台ける昭和47年12月--1司毎年 8月間の平均気温と平年値との比較。

12月.......2月の8ク月聞は圧倒的K平年値より両い日が多かった。

3月

5日

26日

〈、本県の多雪地域である湯田・沢内地方の 1月末の積醤盤は平年の約 8分の lの50........60.センチ程

度であった。

との年聞かれた冬季函民体育大会も、との暖冬のため大き左影響を受けた。閥会式の行左われた

1月25日の最高気温は 9.5-Cと平年より 7.7-Cも高(3月末頃の暖かさであった。とのため、スク

ートリンクの氷がとけ水がたまる悪コンディシ冒ンと左れ大会補助員約50.人がほうきを持ち水の

はき出し作業をする一幕もあった。また、毎年12月下匂頃Kは氷のはる県内唯一の天然スタートリ

ンクである高松の池も薄氷さえはらず、予定されていた市民スケート大会は中止された。との暖冬

のため暖房器具や冬物衣料の売り上げは伸び悩み版売業者をがっかりさせたが、除雪車の出動は例

年より少を〈、県の除雪貨は約 1，50.0.万円ほどうき、県の財政K大き〈貢献した。

しかし、 3月K入ると平年よ b寒い日が続くように左り(第 1表参照)、月平均気温も平年を下

回り県内はしばしば雷K見舞われた。 28日陀は盛岡で13センチ，好摩で12センチと 8月としては珍

しい積雪を記録したが、とのため各地でスリァプ事故左どが続発した。左台、との暖冬で岩手県の

各地で今までの記録が更新されたが、その主左ものは次の通りです。

5 
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1月 月平均気温の高い記録 盛岡一 -0.5'C(第 2位)大船渡-2.6'C(第 1位)

日最高気温の高い記録 大船渡ー15.9'C(第 1位)

2月 月平均気混の高い記録 宮古-2..4'C(第 8位〉 大船渡ー乙 5'C(第 1位〉

干ばつ(昭和 48年 6月-8月〉

昭和毎年6月から 8月Kかけては 6月の空ツユK続き、 7月--8月Kは太平洋高気圧やオホーツ

ク高気圧K榎われるととが多〈、全国的K猛暑・異常少雨と走り各地で水不足や干ばつが問題と左

った。

との年は西日本で平年よ t2-3日，東北北部では 2週間も早<6月 6日どろKは梅雨K入った。

しかし、オホーツク高気圧の勢力が強かったため(太平洋高気圧が平年よ b南Kかたよっていた〉、

梅雨前線は日本本土Kかかるととはほとんどを〈、遠〈南方海上K停滞しているととが多かった。

6月末頃K一時的K太平洋高気圧の勢力が強〈左り、それKつれて梅雨前線も北上して来て西日本

K日降雨量 200--1∞ミリの大雨が降り、山崩れ左どの被害が出たとともあった。しかし、とれも

一時的左もので、オホーツタ高気圧が再び強まるととも K梅雨前線は南下して行き、 7月5日頃 K

は姿を消し、 7月中句陀は各地でツユ明けが宣言された。とのツユ明けは各地とも平年よ b約一週

間早いものであった。とのよう K梅雨前線が南方海上Kあったため、各地とも雨はあまり降らす帯

雨量は平年値を大き〈下回払全国的左空ツユと在った。(第 4図参照) 乙のため、各地で水不

足が深刻左問題と左り、松江(島根県)左どのよう VC1日の給水時間 2時間というよう在所まで現

われた。また、太平洋高気圧が平年より南陀かたよっていたため、赤道前線の活動が不活発で台風

も発生できをいでいた。しかし、ツユ明け陀とも左い太平洋高気圧が北上すると、前線の活動も活

発と左 bやっと 7月 2日K第 1号が発生した。とれは今までの一番遅い言識である昭和27年 6月 9

日よりも約ーク月近〈遅いものであった。

ツユ明け後、太平洋高気圧は商K張り出し、東シナ海の高気圧と連左 b勢力が強まった。日本付

近はとの高気圧K広〈畿われるととK左り、典型的左南高北低の夏型の気圧配置が続いた。 7月下

匂Kは台風 6号が日本付近K近づいたが、との台風は太平洋高気圧の周辺をぐるぐる回り、その間

花台風→熱帯低気圧→台風一機帯低気圧ーー台風を繰り返し、 2回上陸するという異色台風であった。

8月K入ると東K張b出して米た上層のチベクト高気圧と太平洋高気圧とか宣左 b合い、日本を

檀-う高気圧は一段と強まり、安定した南高北低の気圧配1置と在った。とのため各地で、連日記録的

左猛暑が続き、観測闘始以来の高温も各地で記録された。その主左ものは熊谷(埼玉県)の3&7 'C. 

京都の38.6'C .奈良の36.8"C左どです。また、豊岡(兵庫県)では連続61日間(7/4--9/2)福岡

では56日間(7/5--8/29)，仙台でも 15日間(8/6--8/勾)の真.夏日(日;最高気温が3O'Cをとえた日)

が記録された。との猛暑のため雷雨の発ととも多〈、各地で落雷陀よる人身事故が多発した。 8月だ

けでも 12人が死亡， 15人が負傷したが、とのうちの10人がゴルファーであったととが目立った。東

京，大阪.名古屋左どの大都会では、強い日射のため光化学スモッグが連日発生し、東京では8月

末までvc4.034名の被害者が出た。

しかし、とのよう左記録的左干ばつも 9月5日陀秋雨前線が現われ、各地陀大雨を降らせるとと
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もK解消した。

とのようま猛暑・異常少雨のため各地で多〈の記録がつくられたが、その主左ものは次K示す通

りです。

6月 月降水量の少をい言掛 第 1位稚内-3ミリ，旭川一18ミリ ，&11路 -37ミリ.

背森一31ミリ

第 2位札幌ー13ミリ

T月 月降水量の少をい記録 第 1位新潟ー15ミリ，高田(新潟県)-40ミリ，

高松(香川県)ー12ミリ，福島一12ミリ

第 2位盛岡一7ミリ，札幌ー16ミリ

月平均気温の高い言d録 大分-27.9"C，大阪-2&3"C

8月 月平均気温の高い記録 第 1位盛岡-25.0"C I東京一忽5"CI 山形-26.5"C 

金沢一28.0"C

月降水量の少在吋鵡 第 1位熊本一9ミリ，前橋(群馬県 )-24ミリ，

那鞠-62ミリ

岩手県下も 6月Kはオホーツク高気圧K、ツユ明け後は太平洋高気圧陀援われるととが多〈、猛

暑・異常少雨とまった。(6凶の c・d ， 7凶， 8凶 参照)

6月の月平均気温は盛岡で平年並みの 18.O"C I 宮古では平年より1.2"C低い 14.9"Cであった。し

かし、 7月--8月は太平洋高気圧の下で連日猛暑が続き、大船渡の 8月の月平均気温は25.6"cと左

り今までの一番目の言識とをった。また、盛岡では 8月6日--19日の14日問、最高気温が 30"Cを突

破する真夏日が統〈猛暑で8月の月平均気温はお.O"Cと平年よ!J2・5"Cも高い観測開始以来第一位

の言蟻と在った。宮古でも平年より 3.2"cも高いお.7"C(第 8位〉を記録した。以上のよう児、と

の夏は各地で記録が更新されたが、とのよう左暑さのためアスフ 7ルトがとけタイヤの跡、がはっき

り残っている光景が各地で見られた。また、 6月.......8月の 3ク月間は降水量が平年値を下回り(第

6凶の d t 7凶 t 8凶 参照)、暑さ K加えて水不足が各地で深刻化した。盛岡の7月の降水量は

わずか12ミリで平年の約 7%VCすぎ左かったし、宮古での 7月・ 8月の降水量も平年の勾場・ 32婦

たらずであった。大船渡での6月--8月の降水量は、 6月-67ミリ・ 7月-8..5ミリ・ 8月-35ミリ

であり、 8ク月間連続して観測以米第一位の記録的少雨と左った。とのよう左異常少雨のため、紫

波郡の山王海ダムや花巻の豊沢ダムの貯水量は著し〈減少した。(写真.参照) 7月末の貯水盤は

山王海ダムで満水時の約 10%の 10万トン、豊沢ダムでは約 2婦の43万トンと左り、ダムの機能は

完全陀マヒしてしまったoとのため、豊沢土地改良区の農業用水(豊沢ダム)から生活用水を分け

てもらっている花巻市では水不足が深刻左問題と左り、一時は 1日の給水時間が4時附と在った。

また、自の前で稲が枯れてい〈のを見かねた一部の良民が花巻市の浄水場への取水口を杉板でふさ

ぎ坐り込んだため、浄水場Kはほとんど水訪朝tれま〈左った。市長・助役らが現地花かけつけ、農

民を説得、話し合い、「どうか台願いしますa.Iと土下座する一帯もあった。

とのようま水不足の問題は花巻市だけでは左〈大船渡・陸前高田・ー閥・岩手郡雫石町・下閉伊

都田老町・山田町在ど各地で深刻左ものと左 b、給水陀自衛隊が出動した所もあった。給食はスト
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-:1プし、プールは閉鎖される左ど学校Kも大き左影響が出、子供たちは水筒・弁当持参で通学した。

また、各地で水固に地割れ地毛主じる左ど操作物への被害も大きかった。 7月28日現在の被害は次の

通りです。水稲は作付面積の28.4婦に当る25，028ヘクタール，陸稲は 4'l 9~の 671ヘクタール，牧草は60.

9婦の勾119ヘクタール， 野菜は 26.4~ の 4206ヘクタール.合計では総作付面積の 3&1"，の白S勾ヘクタ

ールと左り、被害額は 110億円Kものぼった。とのよう左操作物の被害も、県北・県央では8月1

日.....4日Kかけて降った雨で一息ついた。しかし、との雨も県南・沿岸地方では少左<(一関ー18

ミリ，宮古ー勾ミリ.大船渡-14ミリ左ど)、依然として水不足・干ばつは解消し左かった。

以上のよう左干ばつも 8月末から 9月7日頃までK降った雨で解消した。との雨は南部を中心K

降り、釜石では6日VC113ミリ， 7日VC142ミリと 2日連続 100ミリをとえる大雨K見舞われた。

とのため、干ばつから一変して、がけ崩れや浸水左どの水Kよる被害が出たo

豪雪(昭和 48年 11月--sB和 49年 8月)

今冬は初冬から真冬並みの強い寒気が吹き出し、西高東低の強い冬型の気圧配1置と在るととが多

〈、日本海側では大宮，太平洋側では異常乾燥と対照的左天気分布と在った。

11月19日陀は発達した低気圧がオホーツク海K去った後K、大陸から高気圧効綴り出し1縦じまの

典型的左冬型の気圧配1置と左 b、各地陀大宮を降らせた。 20日午前9時までの各地の積雪は、秋田

19センチ (11月としては第 1位)・新潟-7 センテ(同 1位)・若松(北海道)-~センテ〈同第

1位)左どであった。また、北アルプスでは早くも雪崩が発生し 5人治~亡するという事故が起と

った。

12月K入ると、大陸の高気圧はl，048ミリバールと発達し、しばしば強い季節風効軟き出した。その

中でも 5日.....6日の寒波と24日--26日の寒波〈クリスマス寒波)は強いものであった。クリスマス

寒波の時は、不断雪の降ら左い九州・四国でも降払長崎・徳島では 8センチ，鹿児島では 6セン

テの積雪を記録した。とのよう左寒波のため、積雪i止・最低気温の記録設立各地で更新されたが、そ

の主左ものは次の通bですo

積雪量の大きい記録 鹿児島ー6センチ〈第 8位)，長同(新潟県〉ー151センテ(第 2位)， 

十日町(新潟県 )-220センチ

最低気温の記録 軽井沢一ー16.9"C(第 1位)，三島(静岡県〉ーー 7.8"C(第 1位)， 

飯田(長野県)ーー12.2"C(47年ぶり)

1月K入ってからも、 8日...... 13日， 17日.....19日， 24日~沼田と寒波が相次き凍離した。 8日--13

日の懲波では、東京・石廊崎・熱海左どの太平洋側Kも雪訪韓れ新幹線のダイヤは大いK混乱し

た。また、 24日--28日の寒波は各地K大宮を降らせ、北日本の国鉄のダイヤは大混乱と左った。漁

船や中部山岳地帯での避難事故は後を絶た左かった。とのよう左相次ぐ寒波のため積雪量も増え、

1月26日午前 9時の積醤は、央只見で 468センチ，秋田で 103センテ，横手でa53センチ在どの累

年第一位の記録と左った。 2月 7日から8日Kかけては、低気圧が発達し左がら房総沖を北東K進

み、三陸沖で台風並みの 976ミリバールとな b、岩手県沿岸部医大雪を降らせた。とのよう陀、寒波

は2月上匂どろまで続いた。
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日本海側のとのようま大雪とは反対陀太平洋側の各地は11月中匂どろから雨が降らず水不足が深

刻と左 b、給水制限する所もあった。〈第 5凶参照) 東京・前橋(群馬県)・甲府左どでは11月

11日から 1月20日までの引日間連続無降水日(日降水量 fi5ミリ未満の日〉を記録したが、とれら

はいずれも従来の最長記録(東京ー58日.甲府ー69日〉を上回るものであった。とのよう左異常乾

燥のため作東京で、 1月の火災件数が昨年より 775件も多い1， 143件K達したのをはじめ、各地で

火災が多〈発生した0 11月勾日Kは熊本の大洋デパート ，12月7自には千葉のいとうやデパートが

相次いで焼け、多〈の犠牲者を出したととはまだ記憶K新しいととろである。 8月は日最高気温が

20-C前後K在る暖かい日もあったが、一時的K:(11日"""13日.27日)、各地花醤が降る左ど変化の

大きい月と左った。 2日......4日は、冷たい空気が海上K去り各地とも暖かく、東京・甲府・福岡在

どでは2O-C前後まで気温が上昇したo しかし、 11日......13日陀はオホーツタ高気圧カ2非常K発達した

ため、山陰~北陸・北海道では10...... 30センチの積醤とをった。 15日Kは、冬型の気圧配置も崩れ、

前橋で17-C.甲府で15-Cと暖か〈左り、梅の花もほとろひ・始めた。 21自には、日本海陀あった低気

圧K太平洋高気圧から強い南風治吹き込み春一番と在ったが、との激しい風のため、汽車がストタ

プし、横浜では初棟以上を焼〈火災が発生した。また、雪崩による避難やイソ釣bの人が大波陀の

まれる左ど各地で事故が多〈発生した。勿日陀は、関東の各地陀醤が降ったが、とれも一時的左も

ので、 29日以降気温も上り暖かくをった。

11月19日K本格的左冬型の気圧配置K左るとともに、岩手県陀も初雪が降った。初雪後、西和賀

地方まど西部山岳地帯は連日雷K見舞われた。 19日から22日までの降雪量は沢内 106センチ，湯田

116センテ.盛岡でも25センチK遥し、 22日午前 9時の積雪量は沢内91センチ，湯田76センテ，盛

岡17センテ(第 2位)と左った。 12月陀入っても留は西部山岳地帯を中心K降b続いた。西和賀地

方では初雪以後12月11日までの聞K降雪量 Oの日はたった 4日間だけと連日醤が降P続いた。中で

も、 12月上匂には 4日K:43センチ.7日50センチ t 8日34センテと相次ぎドカ醤現象iJI現われ、積

雪量は増大する一方であった。また、クリスマス寒波の時Kも大雪カ2降り、 24日の積雪量は、湯田

195センチ，沢内 184センチと、いずれも観測以来第一位の記録であった。盛岡では38センチであ

ったが、とれも第8位の記録であった。とのため、北上線への除雪車の出動も多〈、初雪以後一ヶ

月というのK、ロータリー車が2回も出動する左ど、 12月としては異例の合計 106回も出動した。

左台、ロータリー車は例年2月頃K出動する程度である。とのよう左山岳地帯の大宮とは反対に、

宮古地方では12月の降水量は平年の約 3~程度し:か左< (第7図参照〉、連日異常乾燥注意報が出

されていた。また、宮古市ではとの期聞に、放火事件が5件も発生し市民は安心して寝るとともで

きをかった。

1月上匂は季節風型もゆるみ、内陸地方では割合穏やか左天気であった。しかし、西和賀地方は

ほとんど連日雪が降っていた。 1月は 8つの寒波がつぎつぎと日本を破ったが、その時は特K大雪

と在った。中でも 1月下匂の22日から勿日 Kかけての大富は今回の豪醤を決定的左ものKした。 26

日の湯田の日降雪量79センテは岩手県の今までの記録の中でも 5番目K入るというものであった。

とのため湯田での 1月の最深積雪は 368セYテと左った。とのよう左大雪のため、交通は途絶え、

大半の集落が孤立し生鮮食料品や燃料の不足が問題と左ったほか、小・中合せて50枝が休校と走る
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左ど生活K大き左影響が出た。また、吹雪と雪崩のため湯田ダム管理事務所K職員14人がとじ込め

られ、救出K自衛隊のレーンジャー部隊が出動するという事件も起とった。

2月K入ると今度は沿岸地方K記録的左大雪が降った。(第 6図のg参照〉 ζれは、低気圧が

発達し左がら房総沖を北東K進み、三陸沖で 976ミリバールと台風並みK在ったためである。 9日

朝の各地の積雪は下戸鎖=87センチ，岩泉:=78センチ，宮古=65センチ.小国・川井=句センチ左

どであった。との大雪のため林業や水産関係の被害が大きく、 2月11日までの被害額は 8億色 320

万円Kものぼった。 2月15日Kは沿岸中部の釜石湾・山田湾左どを中心K、アジ・サパ・タイ・イ

ワシ左どの魚が死んで浮いた。また、との頃からスクソウダラの水揚げが急増する左ど、海K異変

が起きた。とれは平年より 5-6'(;も温度が低い冷水塊が沿岸から 100キロメートル沖K南北 120

キロメートルKわたb広がっていたためであった。との冷水塊のため、 22日Kは釜石湾で、厚さ 1

.......2センチ・直径 1メートル前後の氷が50Qメートルぐらい沖まで、ハスの葉状Kぎっしり振りつめ

た。また、 8月8日Kは大船渡湾、で、 14日Kは宮古湾で|司じようK氷がはった。とのため、ワカメ

左どが黄変する左ど、養殖漁業K被害が出た。

8月K入ると暖かい日が多〈まったが、 11日や22日左どのよう K、一時的Kドカ雪が降るととも

あった。日本全体K春一番を吹かせる原因とをつた低気圧が22日K岩手県の上を通り抜けたため、

盛岡で路センテと季節外れのドカ雪が降eた。とれを最後K、岩手県下もだんだん暖かく左って行

き、長かった今年の冬も終った。

今冬の議雪で各地でいろいろの記録がつ〈られたが、その主左ものは次K示す通りです。

積雪の深さの大きい記録 11月 盛岡=17センチ(第 2位)

1月 大船渡=13センチ(第 1位)

2月 宮古=81センチ(第 3位)t 大船渡=11センチ(第 2位〉

月降水量の少左い記録 1月 対白波=23.0ミリ(第 1位)

例年左ら 8月下句.......4月上匂Kは雪のとける西和賀地方も、今冬の豪雪のため 4月10日現在で 2

メートル以上の宮があ払百代作bができ左い状態である。そのため、フ・ルドーザーでの除雪作業

や古タイヤを燃しての雪とかしを始めたが、との豪雪は今後も尾を引きそうである。

参 考文献

1 r近年の世界の天候Kついて J 昭和毎年 4月21日 気象庁発表

之 宮沢消治「暖かだった今冬の天気 J (“気象，，1973年 4月号〉

a 小山博「長い哀の台とした波紋 J (“気象"1973年10月号〉

4. 宮沢清治「との冬の寒波と異常乾燥 J (“気象"1974年 2月号〉

邑 和田英夫他 4人著「異常気象」 講談社 (ブルーバタクス)

色 朝倉正箸「異常気象と環境汚染」 共立出版 (科学プァクス・ 18)

τ 盛岡地方気象台絹「岩手県気候誌 J

a 日本気象協会発行「気象 J 1973年 1月号.......1974年8月号

a 岩手日報 ( 1972年 12月 1日.......1974年8月 31日)
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第 8図 昭和 48年 1 月の月平均気温平年偏差と月降水量平年比~)降水量は太号洋側で
多〈、日本海側で少左〈、今冬と反対である。 5図と比較して下さい。(気象H

1 9 7 a年 8月号よ JJ) 
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山王海タ・ム 上 かんばっ時 (48.7 ) 下 :満水時 (49.3)
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久慈市宇都町より発掘された獣骨の謎

柳沢忠昭

昭和何年5月2自に久慈市宇部町北の越の市道、山根ー宇都線山根 1号橋〈通称手燭僑)の架け

替え工事中の現場から写真のよう左晴乳動物の頭骨治勢見された。とのととは 5月17日付の岩手日

報の「話題のポスト Jとして紙上で紹介され、大動物の頭蓋骨として恐龍かマンモスかあるいは野

牛かというととで話題K左ったが、結局 2万年-.， 2∞万年前のパレオロクソドン，アオモリ象の頭

では左いかという事陀左 b、さらに久慈市の教育委員会を通じて鑑定を依頼されたo以下調べて見

る機会を得たのでその結果をことK報告したい。

との頭骨治溌見された場所は僑の架け替え工事中で、第 8図のよう左川岸をシ aベルで掘り起と

し、川原陀捨ててあった土砂の中から見つかったという次第である。もと頭骨のあった場所は中生

代久慈層群を磁っている沖積平野堆積物の中から出たもので、下位の久慈層群と接するよう左位置

陀あったと思われる。発見後その場所はコンクリート・プロックを積んでしまったので他の骨は捜

せまかった。との頭骨は写真K示すよう陀相当大きく、幅だけでもお1.8cmもあり牛の頭の大き・さ陀

匹敵する位である。普通の化石の場合では後頭部は骨が軟らかく薄いためK保存がよく在い。一方

前頭部〈特K歯〉は保存がよ〈、ま却甫乳類ではその動物の特徴が最も歯陀表われるため陀鑑定陀

は前頭部、特K歯が重要とされる。しかしとの頭骨では前拍骨が途中から鋭〈切り取られたようK

在〈在っていた。またとの頭骨の全面Kわたって植物の根や雲母の大き左結晶を含む土カ可サ着して

いた。

まず久路市の教育委員会の鑑定陀従って象では左いかという線で調べてみた。幸い現生のインド

象の子供の骨が農学部にあったので実物と比較するととができたが、問題のとの頭骨は象とは大分

ちがう種類のものであるととがわかった。

現地を調査するKあたって頭骨を包んでいた県雲母を含む土を手がか.!:JVCその土がどの程度の広

がりをもち、どの時代K、どのよう左場所陀堆積したかが調査の対象陀左った。土を採集した地点

が第 2凶の 1-.，8である。とのうち 1，2，a，7VCは黒雲母が多量K含まれるが他Kはそれほど

多〈含まれてい左い。 4はちがう川Kよる堆積物であり、 5， 6はとの地方によ〈発達している高

位段丘からの採集である。頭骨K付着していた土の重鉱物を調べたととるジルコ:;，角閃石，紫蘇

輝石iJ剰量位含まれるのに、 5， 6ではジルコンが多量に左 b紫蘇輝石を含ま左いととからも高位

段丘と頭骨を含んでいた土は別の時代のものであるととがわかる。また 8の地点のすぐ下K花崩岩

などの際刑司じ高さ陀連在って露出してお‘b、8の土K県雲母があまり多〈含まれ左い。以上のよ

う左理由から黒袋母を多量陀含む土の分布は宇都川流域付近だけで、堆積した年代はずっと新しい

沖積世であろうと思われる。

との頭骨は第 1凶K示したように、上敏骨.前上甑骨，上後頭骨，鼻骨.顧頂骨.中儲骨，鱗骨.
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額骨，側後頭骨，後頭燥から成っているが、後頭燥は 1対あるととからとの頭骨は晴乳類のもので

あるととがわかる。上後頭骨は大きい。全体の形は頭頂部が高〈幅も広〈前後方向に短縮されてい

るため陀頭部は丸〈球状陀在っている。上鎖骨，前上鞍骨は長〈伸びてbり、さらKもっと長かっ

たと思われるがとの頭骨では歯のついていたと思われる先端部は左〈在っていた。前上顎骨Kはさ

まれ中節骨K隔てられて鼻孔が2つある。前上嶺骨，中前骨はい〈ぶん左右非対称K在っている。

とれらの特徴からとの頭骨は鯨目，ゴンドウクジラ科，オキゴンドウ属.オキゴンドウ (PBeu:lorc

a Cr羽 siiens)7)頭骨であると考える。ゴンドウクジラ科はマイルカ科と近い種類であり、オキゴ

ンドク属は1属1種ををすものである。オキゴY ドウは体長a5悦-5.7悦位陀まで左 b、体色は

全身黒色である。

さで、との頭骨の年代であるが、最初との沖積平野が堆積した時代、金そら<5，∞0年ほど前の

縄文海進の時K化石として堆積したものと考えていた。しかし、との頭骨をよ〈見ると前顎骨の部

分が第 2凶陀示す如〈鋭〈切 b取られているととに気付加た。断面があまり陀もきれいに切り取ら

れ、自然の状態とは考えられKくしさらK断面舵のとぎbのあとのよう左平行した模様が見られ

た。初めは掘り出したあとで切b取られたかと思って久慈市の教育委員会K問い合わせたが、その

よう念ととは絶対陀在いというととであb、またその断面は内側よ bもわずかであるが腐食してい

たととから、との骨は今回掘り出される前陀切り取られていたとも考えられる。そのよう K考える

と頭骨の年代はずっと新しくをり、切る道具が発達したあとというとと陀走る。との頭骨の年代陀

ついては以上のよう K縄文海進の時とする見方とそれよりずっと新しい時代とする 2つの見解があ

るがどちらであるかはっき bし在いのが現状である。しいてどちらかといわれれば後者のあとで埋

められたとする方が妥当と考える。そのようK考えた喝合、まぜ鎖骨が切P取られたかという疑問

が残る。切り取られたと思われる敬骨の先端部Kは歯治吋サいているが、その歯を装飾用陀するか、

漁業を仕事とする家では鯨の尾左どをb守として家の軒先Kかけているととがあるが、それと同様

~j:， ... ，守として使うため陀切b取られたか、あるいはとの頭骨治溌見された場所は海から 8Km以上離

れてい長ので運ぶ際K長ν頓骨が邪魔花走って切ったのでは左いかと推測している。

以上今回の調査でわかったととを述べたが、頭骨の年代が今後の問題として残っている。

念事、今回の鑑定で全面的K鮒旨導して下さった岩大教育学部の橘行ー先生，調査に協力して下さ

った久慈市教育委員会の皆様.工事関係者の皆様陀との紙上を借bて感謝の;意を表したい。
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5月に盛岡市で観察された大陸からの黄砂現象

について

柳沢忠昭

1978年 5月18日から初自にかけて数年ぶbという大規模左黄砂が奄美大島から北海道まで日

本全国を包みとみ、各地で交通K支障をきたした。

盛岡では 19目、朝 6時頃まで悶訪韓b、その後附れ聞が広がb、附れ一時〈も bという天気K左

った。しかし 10時頃西の空から黄砂陀骨骨われ始め、上空は背空がみえるの花、普段見える岩手

山，姫神山左どは全ぐ見えず、位1置さえもわから左〈左った。盛岡気象台の地上観測でも19日6時

まで視界 15Kmだったのが、 9時Kは8Km， 12時陀は 8 Km~まで走り、との状態がずっと続いた。

(観測は8時間間隔) 夜陀は 4Kmまで回彼したが次の日初日、朝 6時Kは再び 8 Km~在った。と

のととから黄砂の控さはほぼ一様だったと思われる。筆者らが 19日の 11時から 15時まで岩手大

学教育学部の校舎の屋上から周辺の山を見たととろ、かすかK見える最も速い山は、盛附からだい

たい真東~9Kmの高森山で、時聞によってはあまり変化し左かった。盛岡気象台と岩手大学の屋上

からの観測では視界が 8Kmと 9Kinというちがいがでたが、とれは場所，展望陀よるちがいと思われ

る。 20 日朝 8 時頃からイ剥が降りだし、さらK正午頃からは笛を伴う本降.þ~在ったため花空気

中の黄砂は流し落されて、雨のあがった勾日 Kはすっかb左〈在っていた。 との閣の視界の変化

は勾日 9時が4Km， 12時が7fm， 15時が 12Kmと在っている。

17日から勾固までの天気図が第 1凶である。 17日K中国東北部で発達していた低気圧はその後-

も発達を続け左がら東進し、 18日犯は日本海を通って 19日Kはオホーツク海K出た。との低気圧

の寒冷前線Kよる強い風はまだ草の生えそろわ在い中国北部の砂漠の砂塵をまき上げ、砂ほと bは

上昇気流Kのb、空気中でよくまざり合い左がら強川西風陀週ばれて、寒冷前線のあとから日本K

飛来してきた。しかしとの低気圧のあと、 19日K日本海で発達した低気圧は北日本陀雨をもたらし、

黄砂を流し消したのである。

黄砂K含まれる鉱物を調べるためK黄砂を採集してみた。採集の方法は、 19日の午後、スライド

グラスKグリセリンを薄〈塗b、数時間放位したものと、 20B~降った雨をビーカーで採水して乾

燥し、プνバラートK封じ込めたものである。グリセリンで採集したものは風K吹き上げられた地

上のゴミも含むため陀あま bよ〈左いようである。

とのプνパラート K含まれる鉱物は石英.長石，県雲母.紫蘇輝石，ガラス等であり、大部分が

石英である。石英は0.5μ......10μ程度のものが圧倒的K多いが大き左粒のものまで幅広〈存在す

る。試料中で最大のものは 110μx65μ というものであった。長石は少左<50μx 50，aのアル

バイト双品片を 1個見つけたのみであった。紫蘇輝石は試料中から数個見つけられてお‘b、淡い緑

色をした長柱状の結晶でわずか左がら多色性がある。大きさは 50μx15μ程度が多いが最も大き

左ものは 100μx18μであった。県富母も数は少左〈、大きさは紫蘇蝉石K比べても小さ (5.ax
15μが多〈、最大のものでも 10μx40μであった。ガラス質のものは数はそれほど多〈左いが石
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茶Vて次ぎ多いo大きさは O.5μ程度の細粒のものから 50μ位までだいぶばらつきがあ b、'pt色っぽ

い色を呈しているのも含まれるoななとの試料中l'L流星日誌が 1個発見された。

〔黄砂〕

中国奥地のオルドス .ゴピ砂漠などの砂が風に乗って日本の空に流れてき芋ものoと〈κ大陸の

乾燥地平野の砂あら しが多〈、低気圧I'Cよって 4-5Kmの尚悩まで吹き上げられた砂躍が上空の強い

西風(ジェッ ト気流 )VC釆って落下しながら来(1(動<0 jit砂は西日本K多〈東方で出現日数が急滅

する 01966年 2月 2目、新潟県高也市で醤の上κ績もった貧砂は、石芸名 .袋母，バー ミキュライ ト

(あるいはフローライト )とカオリン鉱物を成分鉱物としていた。 (地学事奥より)
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第 l図 1 9 7 3年 5月 17日-21日までの天気図。盛岡市

では 198と208の2日間K策砂が見られた。
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第 2図 1973.1戸5月19 
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秒、録 コホウテ ク 蕃 星

教育センター横沢一男

「とんどは大丈夫〈るんでしょうね。ジヤコビエのよう左ととは左いでしょうねd

9月末のある目、ヨホウテタ曇昼を取材K来たE記者が念を押した。

r 8月Kみつかってからずっと観測が続けられていますからね、〈るかどうかKついては、相当

在健かさで“くる"と言えるでしょうが、どれだけ明る〈左るか、大器星として見えるかどうかと

いうととKついては、まだわから左いんじゃ左いですか Jと答えると、「そうですか Jといささか

さえ左い顔つきであった。やはり、新聞陀のせるには“大雪星来たる"という派手ま見出しがほし

いようである。

× × × 

昨年(1978年)4月 19日付け読売新聞は今世紀;最大の「すい星」が来るという大見出しで、

コホウテク曇昼の発見K関して、金よそ次のよう左ととを述べている。

• 8月7日ハンプルグ天文台のルポス・コホウテク博士が発見し、その後、世界中のあちとちの天

文台で観測された。

・現在 15.....16等という淡い光であるが、距離が速い(6.8000万Km)7)K、とれだけ明るいという

ととから、との響昼の巨大さがわかる。

.11月上勾Kは9等昼〈らい、 12月上匂Kは5等昼ほど、同月中句陀は 8等星からマイナス 1等昼、

1月半ばには地球陀最も

近づいて、 2等昼~マイ

ナス 2等昼と左るであろ

う。

・ロサンゼJレス・タイムズ

紙Kよると、マースデン

博士(スミソェアン天文

台〉は、同告昼の大きさ

を普通の百倍~十倍と推

定。しかも、太陽K接近

している聞の地球の位置

第1図コホーテクすい星の軌道と毘の方向

が観測K最も適しているので、天文学上「今世紀で最もすばらしい目をみはる光景を現出ナる J

と述べている。

× X × 

その後、天文関係の雑誌も特集を組んだ払軌道要素や光度の予報をのせたりした。新聞陀も時

時記事がのり、実際K使えるかどうかは別として、天体望遠鏡はよ〈売れたようである。
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一時は最大光度マイナス10等という予想もあって、世間的Kは「大雪星が〈るそうだ」というと

とで話題と在った。

日本でも 9月どろから観測がをされ、いろいろのデータボ入るよう陀左った。それによると軌道

は正俸のようであるが、光度の方はマイナス10等Kはいきそうが左い、最大でもマイナス S等くら

いというのが10月どろの新聞Kみられる値である。

12月 10日付けの朝日新聞は台よそ次のよう左ととをのせている。

・サ yパリだった一昨年秋のジキコピエ流星群K続いて、今度のヨホウテタすい星もダメ左のでは

左いか一世界中の天文ファンが、いま、やきもきしている。

・先月zl日ワシントンで記者会見したコホウテタ博士は、一月初めK金昼か木星ぐらいの明るさK

左る程度だと語った。同席した米航空宇宙局のマラン博士は、太陽の光を反射するテリが、ハレ

ーすい星左ど陀〈らべて少左いからだ、と説明している。

・「すい星の期待はずれの例は、い〈らでもあ bます。1956年のパジュスヨパすい星も、計算では

金昼ぐらい明るく走るはずだったの陀、肉眼では全〈見え左かったんです Jというのは東京天文

台堂平観測所。

× × × 

12月陀入った。自分でも一度見て骨とうと思って、朝 4時半外へ出る。天頂から商へかけての星

座はよ〈見えるが、南東の空陀は雲があ b、善昼があるあた bが見当っけにくい。短くてもよいか

ら、尾があって、一目で響星と分かるよう左ら問題は左いが、頭だけしか見え左いよう左ときは、

星図をKらんで、との星ととの星を結んで 4倍ほどとうのばして……とやる必要がある。そんまと

き陀雲は邪魔である。結局、双眼鏡で“かもしれ左い"ものを見つけ、星図陀のってい左いので、

あるいはコホウテクか、と思ったが、倍信左し。とにか〈寒かった。

との朝以後、ほとんど毎朝日を覚ますようK努力した。しかし、ほとんどの日は〈もりか醤でダ

メ、少し起きるのが遅れて、目指すあたbが白んでいた日もあった。

あんまり見つけれないので心配K左b、仙台天文台K電話した。 r3等昼ぐらい、予報とほとん

ど同じ位置K出ている。連日好天でよ〈見える Jとの話。安心したり、ガッカリしたり。

教育センターのドーム陀ある望遠鏡は、天体の位置をもと Kして向きをきめるととができる。と

の方法では、肉眼で見つからぬ天体を探しあてるとともできる。馨星の位i置予報は出て~...!J、仙台

の話ではほぼその位置とのととであるから、泊 bとんでみるとと犯した。もっと早〈からそうすれ

ばよかったわけであるが、あま b快適左寝具合でも左いので、見えればともか〈も、見え左かった

時は疲ればかb残るので、いささか敬遠していたが、現状では仕方が左い。

よ〈時れた夜、警備会社K電話で了解をとって、無人化されているセンターへ出かける。毛布と

寝袋併用であるが寝心地はあま bよく左い。寒い。その上、明け方は本曇b、アウト。別の日も 7

ウトだった。とのときは雪訪韓 b出していた。

× × × 

ィ、学生の三男坊が、冬休みの研究陀コホクテクをえらんだ。元日以後は毎夕一緒K外K出た。ま

か左か見つからない。西空Kは木星と金昼が並んで輝いているので、予報陀ょっτ、との 2昼から
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どちらを見たらよいかを見当つけているのだが、左か左かむずかしい。

ょうやぐ名、日 Kかかったのは 1月 6日17時 80分、双眼鏡で金星の右下陀いたととろを捕えた。

尾は 8度ほどに見える。気をつけて見ると肉眼でも頭部だけはわかるのだが、一緒陀いる子どもに

教えようとしても左か左かわからまい。双眼鏡を三脚Kつければいちばんいいのだが、その時はそ

のよう左準備をしてい左かったのでたいへん・だった。「ああ、わかった。見えたよ」と言われたと

きKは本当Kほっとした。

そのあと 1月初固までに何度も見る機会があった。ドームの望遠鏡を使って位置を調べたのは 7

回、写真は何度かとったが、どれも思うよう左できばえではまかった。位置はほとんど予報位世ど

$".!:Jと言っても良〈、月の左かばまでは金星と木昼の位置をもと托した予想位置を書いておいて、

電話で聞い合わせがあったときは、それで答えたりした。

1月17日陀は天文同好会で観望会を行まったが、曇昼が見えたのは初めのうちの8切子ほどで長い

尾の勇姿を期待して集まった方々 K、頭部のポンヤリした光だけを $"13ttcかける状態だった。

結局、コホウテク母屋は大曇星とは左らず陀暗〈在っていったo予報ど$".!:JK現われたかどうか

Kついて聞かれたまらば、「予報ど台りでした」といってきしっかえ在いだろう。期待がはずれた

のは、明るさと尾の長さの見込みがちがったからである。し:かし、との、最も関心をひ〈部分がは

ずれたので、“天文の予報もあま bあて陀走ら左い"と思った人も多かったのでは左かろうか。

× × × 

とのとと陀ついての説明陀相当するととが、雑誌「天文と気象J1978年 12月号の加茂昭氏の文

中陀あるので、以下陀そのあらましを述べてみよう。

天文学で扱う数値Kは、非常陀精度の高いものと、かまりあいまい在ものがある。一般陀力学的

左問題は精度よ〈解決できるが、物理的左盤(今回の場合で言えば、き昼の質量，大きさ，成分，

構造左ど)はとれからの研究K負うととろが多い。しかも、馨昼の場合、個々の蓉星Kよる“個人

差"があるため、光度や尾の長さは予報しK< <走っている。

昼の光度予報は次のよう児して行左われる。

rを響星と太陽の距離，ムを馨昼と地球の距離，慨。を標準等級 (r=ム=1のときの明るさ)と

すると、任意の r.6K善星があるときの光度等級は 悦=慨。+5J.Og6+  2. 5 n 1.c喧 T・H ・H ・..ω
という式で表わされる。(距離は rもムも天文単位で表わす)

過去の観測例からみて、太陽から遠いとき Kは n=4とほぼ言えるが、近〈在ると n=6とした

方が観測光度とよく合うととが多い。そとで、第8項は 101.og rと 151.~ rの二つの場合が考

えられる。そして、コホウテタ曇昼についての光度観測の結呆から、とのこつの場合托ついてのm

を推定するとと陀よ b、次の二つの式が光度推算の式として得られる。

悦 1=忌0+51.1屯ム+10 1.C巴r …・但) 悦 1=2. 5 + 5 lDgム+15 lDg r …・似

〈註:とれは、どちらも全光度悦1を求める式で、他K核光度制zを求める式もあるが、省いている〉

コホウテク馨昼Kついては、位1置推算陀よって 12月勾自には ム=1. 126 r= 0. 144 と考

えられるので、上の式陀よる光度推定は 担比左ら -&2等.(0)式左ら-9. 9等と在る。

しかし、蓉昼の光度観測そのものが0.5等程度の誤差を持ち、しかも、馨昼が遠方陀あるときは
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観測データが少ないので、光度式そのものが健かとは言え乏い点を含んでいる。

また、尾の長さもピタ リと予言する ζ とはできないoただ、尾の災際の長さを仮定すれば、地球

からみて、いつどう、どれほどの長さに見えるかという ζ とを予報できる。

× × × 

1974年 2月 15日付け読売新聞(抄 )

コホウテク馨!ItVCついて 「期待はずれ」の声もあったが、期待をはずれさせたのは、日本列島を

会合うj写いスモッグと、自然、から遊荷量 した科学教育のようであるoコホウテク馨昼は肉眼でもよく

見えたoただし、スモッグと光筈の少念い提所で、しかも機会あるどと K星空を見上げる 〈らいの

心がけのある人K限って。

一月中は太平洋側はよく附れ、 しかもJ!f!.の強い日が多かったoさらに、折からの節也で光箸もへ

った。それでも東京都心部や郊外では、 地平線から勾utぐらい上まではどんよりとしてなり、数度

以下では金星さえ見えな〈念ゐ Bi!;多かった。

更VCi見えなかった」人たちの話を突っ込んで向くと、教科替の理屈は習った主けまえがあっても、

そのもと VC~ った実際の占星空がどう見えるのかは見たととの念い人カ斗まとんどだった。わずか畝分

間空を見上げただけで、もう凡えないとやめて しまう。自然を観祭するKは、 しんぼう強〈機会を

待フ忍耐心と、自然のわずかな迷いを見わける自を養う ζ とが必援だが、とれはペーパーテス トか

らは学べ念いo

科学とは、自然と人間の対話だといわれる。だが、わが国の学校では、他人のやった観鋲と推論

の結果を小器用に利用するととは.かり教えている。とれでは自分の目で自然、をみつめ、自分の頭で

考ーえようとする人は脊た念い。

コホクテク法反の頭部

1974. 1 10 17:42 :00 ~ 

20cm胤折赤道儀直接焦点織影

トライ x 3分

パンドーノレ21音治感現像

追記:笑際の光度観測から待られた光俊式として、次のもの沙2得られた。

近日点通巡前7n1= 5. 2+5 lOgo+u 8lcg r 通過後悦1 =6.9+5logム+u9logr

ζれは、 標準等級が L7等階 〈左ったζ とを示している。(天文と気象 1974-4P14) 
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理数科の生徒 の読善

盛岡一高久光正雄

昨年の冬休みに、理数科の生徒K地学K関する本を一冊でも求めて、その本の要約をする、問題

点があればそれを指摘してそれに対する考え方をのべる。さらに発展的問題があればそれを指摘す

る、感想等をまとめさせてみました。その中で、読書した番名とその本に関しての感想を紹介して

みたいと思います。感想はその中のいくつかをあげてみます。

書名 著者 書名 著 者

新しい地球観 上田誠也 中山一郎訳

地球自然改造の科学 松 本 隆 太陽系のなぞ 鈴木政岐

宇宙空間への道 畑中武夫 昼間分子 Barry Ju rner 

新しい重力理論 アーサー・クライン ひるがる宇宙 ハーマン・ポンヂ

地震への挑戦 荻原尊礼 小尾信鋪訳

進化する宇宙 早川幸男 化石 井尻正二

宇宙旅行 謝世輝 宇宙と昼 畑中武夫

新・地震の話 坪井忠二 海 宇田道隆

星と星座その 9 星座をと恥してみた宇 異常気象 和田英夫

宙のすがた(あかね香房) 古環境論 浅野清

訟もしるい宇宙論 グエ・エ~・コマロフ 氷河期へ向う地球 根本l願吉

金子不二夫訳 洞穴学ζとはじめ 吉井良三

台風の話 日本K象がいたとる 亀井節男

南極大陸の歴史を探る 木崎甲子郎 地球の歴史 竹内均 都城秋穂

大呉変一地球の謎をさぐる A ・レザーノフ 地球の科学 竹内均 上田誠也

-感 想

. Ii大呉変一地球の謎をさぐる』

はじめ、とっつきにくいかと思ったが、思ったほどでは左〈、けっこう内容もわかったし、自

分の知っているとと左どもあって、会もしる〈読めた。との本は、大呉変というタイトルがある

が、内容はか左bくわしかった。たとえば、古くから伝えられる仮説や伝説左どが多分にのって

いたし、と <K一つの地箆や大陸についての説明左どもくわしくのっていた。説んで気づいたと

とは、大異変については、まだまだわかっていないことがたくさんあるということだった。仮説

などはよく内容Kついて説明されているのだけれども、それが正しいか否かという結論について

は、あま bふれてい左いようである。と <K会もしろかったのは、洪水伝説についてで、これに

ついては、「ノアの箱舟」だけ知っていたが、その他Kも、同じような伝説があるのKi，."どるい

た。ととKヲl用された、異変を立証するための論拠には、研究の価値が多分にあると思う。
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.Ii".新しい地球観』

小説のようにスラスラ説んでいくとともできず、左さけなく左 bました。でも読んでいくうち

に少しずつ楽に左b、ある程度の興味もわいてきました。私は「昼座」など、天体K関するもの

が好き左ので、とれから計画を立てて読んでいきたいと思います。いろいろ念説が生まれた b死

んだbまた復活したb、よくもまあ一つの事実についていろんな説明がなされるものだと思いま

す。そしてどれもうまレ浪合Kつじつまが合っているのです。みん左一様K正しく思えてはっき

b示され左ければわかbませんでした。測定方法もよく正確な値を求めるために工夫されていま

した。思わぬととからヒントを得て考えたb、ある説をもとKして発展させたb、いろん左機会

K学問が生まれていると思いました。

. Ii"梅』

案外読むのに時聞がかかった。内容は海のいろいろな面を紹介しているので、ある特定のもの

だけくわしくということもなく、とれで海の大体の姿をつかめたよう左気がする。特に最近はエ

ネルギー危機の中で、海底の資源が注目されている。今日ニュ・ースで福島県沖の海底の天然ガス

が非常K有望であると聞いた。また未来のエネルギーと期待される水素の核融合による発電も原

料の重水素は海中K豊富にあるという。しかし海といえば、漁業、特に日本の漁業は重要で、海

の汚染公害は社会c不安を増加させている。失なったものをと bもどすととはむずかしく、今か

らでも海洋汚染の問題を世界的K考えるべきでは左いだるうか。

. Ii"進化する宇宙』

かなbむずかLil為ったため、一部省略で通してきたが、まず前半で書いたように、宇宙は、三

次元のものに表わせないというととである。例えば、どとからみても、同じように膨綬していく

ものは球でも表わすととはできまいし、平面でも無理というととであるが、ただその宇宙の性質

の一部を表わし、一部K矛盾するという模型はできるというととである。現在VC.$-いて、長い歴

史をもっ宇宙の神秘性をさぐるのは、非常K困難であろう。いや、さぐるととが出来左いのかも

知れない。つま b、二次元世界しか知ら左い7リのように、三次元を超えたようなものをわかる

ととが出来るかどうか。上K述べたように、常識をくつがえすようなととがあるかも知れ左い。

しかしほとんど無限K近い宇宙が、われわれを魅惑的左ものにさせているのかも知れ左い。

• trひるがる宇宙』

・空間が膨脹するというのは、具備句にどんまととまのか。

ルメートルの理論K対して

・原子宇宙以前の状態、また老年期以後の状態はどうなのか。とれ.らの段階をつ〈った原因であ

るととるの万有斥力と重力についてのもっとくわしい説明がほしかった。

・超新星の爆発というも <DK会自にかかってみたい。

・宇宙の一様性を考えたとき、膨眼K中心が左いというのは、明白だが、ルメートルの理論によ

ると、それK近いものが考えられる感じもするけれど、あらゆる位置で、同じ膨脹がbとって

いると考えるのだろうか。

・大望遠鏡で観察した星空はどんなだるう。



. r南極大陸の歴史を採る』

との本は南極大陸Kついて書かれてあるのだが、それが大変わかbやす<(新しい地球観はむ

ずかしいと思うのですが〉興味深かったのです。私としては南極大陸に限らず、ゴンドワナ大陸

の歴史K興味をもっています。との分野t'Cj:，...いては未だに未解決の問題が多〈、文章を本当にそ

のまま信じていいのか凋喝が残った。また歴史的分野として、ム一大陸・アトランティス大陸の

存在の真否についても興味をもっていた私でしたが、マントル対流説、プνートテクト=クスを

信じるように左ってからそちらへの興味はか左 b薄れました。が、太平洋の島々に残る遺跡につ

いての解釈のしかたとして、両方へ注目していきたいと思います。

. ll'新しい地球観』

まず、地球、我々が生活しているとの大地が、流氷の知〈、い〈っかに分かれて、相対運動を

しているという事K驚いた。またマントル京統をはじめプレートテクトニクス、 トランスフォーム

断層等多くの索開らしい考えを残してくれた地球科学者の柔軟な頭脳t'Cn奇心した。とにかく、自

然界、特に地球のスクールの大きさ、そして、それを解明する人間の偉大さというものを強〈感

じた。

以上のように生徒の読書Kついて、書名・感想等の一端の紹介だけにとどめましたが、御霊参考K

在れば幸いです。
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地学“学習日誌'から

盛岡四高 佐藤 1光

ある友人の真似をして、学習日誌などというものを番かせて 2年自になる。 47年度までは 2単

位だったから、毎時間交代で 1人ずつ番〈と年~l回の者と 2回の者と半々だったが、 48年度は

8単位K左ったので丁度2図書けるわけで、それだけ楽しみもふえた。みま文句を言わずK喜んで

書いてくれる。内容は、その日の主題、重要事項、難解点、所感〈意見、要望も含む〉とそんなと

とるであるが、それに対して教科担任から、必ず感想やら回答、助言を朱書するととにしてあb、

まわして書くととから、マンツーマンでな〈会互いの考えや感想左ど知bあえて、生徒らも楽しみ

左ょうである。では、年度はじめから!闘を追って紹介してみよう。

ム地学とは何かく導入〉

(男〉地球と人類の未来Kついて、先生の考えは僕の思想と一致した。

(女〉宇宙のとと左どきいていると夢がふくらみます。地学が身近に感じられてきました。でも教

事情のうしろの方をみたら、とてもむずかしそうですね。

A地球の概観

(女)人聞のちっぽけさがわかるにつれて、宇宙の広さがくやしい。

(女)/J・4設のたくさん出てくる計算が嫌い左ので、最初の宿題Kうんざbしたが、先生の授業は面

白そうなので、何とか左 bそうです。私にとって授業が楽しいというととは大へん珍しいとと

なんです。

ム地裁機戎物質

(女)マントル対流 うそのような本当C ζ と。でもとの眼で見たわけじゃないから信じられな

い。今、眼の前でモッコリと山ができたら信じてもいい。

(女)小さま鉱物がとん左Kキチンとしていて、それが集って岩石を、地球を作っている ζとを考

えると、しかも長崎司かけて作られたと考えると、との世のものすべてが大事に思える。

(男)読んだだけではどうに右左らないのが地学の教科番だ。それは「地学」だからなのか、編集

がそうさせるのか。いずれ僕Kは使いKくい教科書だ。

(女〉黒い火成岩はすべて黒雲母のせいだと信じていた私の考えは、もるくもくずれ去ってくやし

い。でも、ちっぽけな石とろが私なんかよb、はるかK長〈地球K住んでいたと思うと尊敬し

ちゃう。

ム地殻変動

(男〉地球がをしだまった固体Kすぎ左いと思っていた私だが、雄政の運動とか内部のととがわか

って〈ると、いかにも生きている地球を感ずる。

(男〉マントル対流説はうまくできている。ととるで、その反論のほうも知Dたい。火星や金星、
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.月とのちがいも教えて下さい。

(男)石も地層も墨も実際K外へ出て毎擦したい。クリノメーター持って、皆でbニギリ持って水

もって、テクテク歩いて・・・……。

〈男〉地質図をかくのはやや ζ しい。でも解決したときは嬉しい。作業を伴う学習は確か左ものが

残る。中学時代の先生が、「全身で学べ」といった意味がわかってきた。

〈男j化石のスクァテをすると、いやでも観察せざるをえ左い。化石を知るにはとの方法がいいの

だナと思う。

(男〉氷河期と言っても 5--6-Cぐらい下がるだけときいてガタカリ。どうせ左ら地球全体が氷K

包まれ、大音iゅの生物が死んでからやbなbしたらいい。ただし俺は残bたいのだ。

ム生命、進化

(女〉今日の話は興味があった。生物は地球の一部というととを考えると、人間左んてそん左Kい

ばれ左い。との頃の入聞は、地球に対して親不孝だと思う。いい気になってる。

A 大気

は〉文化祭で地学部の展示を見れまかったのを心残.TltC思っていたら、今日その資料を見せられ

てホタとしました。高層天気圏の写真をやj枚もみて、とても〆イナミァクなものを感じました。

(幻ヒマラヤと日本の気候の関係、ジェァト気流の話、とても面白いと思った。

ム地球と宇宙

〈男〉フーコー張子 地球が球であb自転しているととがーさ ιKわかる実験、フーコーはすと

い。……あるととから別のととを導き出す経過を考える学習をもっとやって下さい。先生自身

がモデル Kなってあれとれやって下さい。

(男〉クプテーの法制で作業が続々とつづいたが、手順はわかってもイミがわから左い。でもスカフ

とした法則があるのはわかる。

(男〉水墨の軌道作図は自習だったが、珍しく皆マジメだった。今、家でとれを書いている。午前

6時 20分。長い冬だったがほん，の少じ春の気配。との一年、持病のゼンソクもなbしたし、

記念すべき年だ。もっと書きたいととがあるが、そろそろb フクロを叩き起す時間です。とれ

で失礼します。

(男)最大離角だけで、水星の軌道がかける左んて思いも及ばなかった。

(男)OC渥まで、何光洋左どと言われてもピンととないし興味もない。北社夫が「大昔の人は腹

が満たされて〈ると下を向くのが苦しくて上を向くようになb、天体K闘心を示したJとか、

櫨かまととかわからぬ ζとを書いているが、もし本当走ら、少くも昔の人のほうが俺よbはる

かK勤勉で好奇心が強かったらしい。俺左ら寝てしまう o

A最後の授業から…・・

く男)ζ の一年問、我々は身近左ととるから広大な宇宙へと学んできた。とうしてみると人間の存

在は小さい。そしてつまらぬ争いを<.Tかえしていてbろかだ。私はとのどる、やっと、宇宙

を、自然をひとつのロマンとして考えられる気がしてきた。

(男)これでをしまいだ。先生は笑ってるときは親しめるけど、 b とってる時はスゴ-~卦そるし
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いo bu七、後輩らKもそん左感じでいいと思うんです。それにしても、僕にとって地学は地

獄だった左あ。

(女)あの星が、先カンプリ 7代の光だとか、人聞が裸で象を追っていた頃C光だとか 何とな

< rあの昼は今の今、輝いているんだノ」っていうほうがロマンテタクなんだけど。 私は

主勝がせまいのかれ私はとの日誌を最後K書けるなんて、しかも 8図書〈のはクラスで私だ

け。光栄です。感激です。いるいるあbがとうどざいました。先生、どきげんよう。

ム 教科拘容に関係のないものもい〈っかあるcで、それも紹介します

〈男〉教科書で教わるよb教科書を教わるほうが僕としては、よく理解できそうですが…・・

(男〉つゆどさまのに雨が降ら左い。異常だ/ あと 1週間降らないと米は駄目になる。私の家で

も米作bをしているので、とても心配定。

(女3左ぜ私メは、との日誌を、いとまじめK記しているのか。もしかしてとれを通して先生と私

たちとのつまがbを求めているのかもしれない。それと、 47固に 1回はパフテリ復習させよ

うという先生のコンタンかも…・・?

〈女〉地学はテストさえなければ面白い。地学は予、復習する気がでない。地学は神秘地学は教

科書が左〈てもいい。地学はノートが減ら左い。地学は時K安息剤、時に脱腸と下痢と科経痛

を同時に主?とす。そして地学は私の生きがいI (とれはコ・マ〉

(対先生は、いつも公失の多い日は別の話をしてくれるので、今日もそうかと思っていたら7テ

がはずれて戎念。ととるで先生、公失の人には近くの席の人があとで必ず教えるととに左って

ますから安心して下さいね。

以上、 6クラス 280名2四分、計 600固弱の感想文からほんの一部を抜いて紹介したわけで

あるが、大変反省させられるとと、教わるととが多〈、真剣K寄いて〈れた盆錠たちに感謝する気

持でいっぽいである。とれからも続けたいと思うが、改善点もあるはずだい対話や理解の方法と

して、もっと別なやbかたもあろうと思う。御批判、街敬示をいただければ幸いである。

4 9年 8月記
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日曜巡 検 (小滝川流域)

盛岡三高 佐藤利美

二戸郡一戸町の西方Kある茂谷山のふもと を流れる小滝)11C龍頭)11)下流域、 b よび，~越付近K

は吉生陪を賞 〈深成岩瀬が露出している、しかも比較的秘i類も多 〈、綴本の採集K適 している。ま

た、深成岩類と、古生居とが接 して，tミルン フェ ルス化しているととるも観察できるなど、教材と し

ての価値も高いと思われる。一戸駅からは歩いて 2、30分程度であDあ畠の寵もよい、一戸町付

近に住む人であれば、半日ぐらいで、気軽に歩けると とろである。

0地彬図 一戸(五万分のー) 一戸 (二万五千分のー)

0交通 来北本総一戸駅下車 (案内図重量照 〉

0 コース 案内図著書照

0観察 (採集 )でき るもの

(1) 深成岩mc蝉岩、ケンタ νン岩、内線岩、石英モンゾニ岩、他)

(幼 変成岩類(ホルンフェJレス、角閃岩)

(3) 火山岩 (安山岩 ) 小滝川l流域案内図

(め火山灰

(5) 深成岩類と古生層との接触

街

(6) 古生庖と新第三紀火山諜凝

灰岩との不整合函

露線図の各地点Kなける観察駅員

①の地点 樋のロを通bすぎると

すぐに畑の中K石が、ど

るとろみえる。とれが石

英モンゾエ岩でるる。&.

谷山の附ま全域を拙成す

る岩石で、一見花脳岩K

類似するが、鉱物成分は、

角閃石、斜長石、力リ長

石、石英 が主で ibる。

石英は面積比で 8%ぐら

いで花樹岩に比べて、非

常:vc少ない。従属鉱物と

しては、チタン、燐灰石

丸
々
¥

訟r.

. ...・一

ノ，
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磁鉄鉱が含まれている。

(モンゾェという名はチロルのモンゾニという地名K由来する〉

②の地点 八木沢に通じる小径と小滝K至る本通bのわかれ道付近K、クンタ νン岩と、閃緑岩

の中間的な岩石がポロポロ K風化して露出している。 ζの岩石に、む.þ~名前をつけれ

ば、黒雲母、輝石、アルカリ斑栃岩という名前K左る。③の地点の手前までとの岩石が

露出している。ところどとるに玉ねぎ状風化もみられる。肉眼的Kは黒灰色粗粒~中粒

で構成鉱物は、普通輝石、しそ輝石、黒雲母、斜長石、カリ長石が主である。場所Kよ

ってはしそ輝石を欠〈場合もある。

③ I の地点Kクンタνン岩という岩石が露出している。道の下のやぶの中にあるので、

みつけにく ν功人川~:l:;-りる小径沿いK転石があるので、とれを採集すればよい。との

クY タ ν ン岩は、②の岩石よ b 少lA\~まく、光のあたb ぐあいで、背く閃光を放っ月

長石という鉱物〈カリ長石の一組〉を含んでいる。ととのものは月長石の量が少なく、

つぶも小さいので、質のよいものがほしいときは、@の地点むものを採集した方がよい。

〈クンタ νン岩の最もよい露頭は国道 4号線沿いであったが、コンクリート Ki.-"i.""われ

てしまったので現在は良質のクンタ νン岩の採集は転石Kたよるほかない〉

クンタ νン岩の構成鉱物は、かんらん石、普通輝石、しそ輝石、黒雲母、斜長石、カ

リ長石と穂類も多〈、また、結晶の生成j蹟序がある程度推定できるなど教材としての価

値も高いと，思われる。更に、薄片Kして偏光顕微鏡でのぞいたときの美しさは抜群で、

デモンスト νーγ ョンとして最適である。

クンタνンという名の由来はスコタトランドの地名、「クンタ νー」からといわれて

いる。

③の地点 石切場の少し手前K黒くて、かたしたたくと、「かんかん」とよい音がする岩石が、

玉ねぎ状K風化して露出している。とれが輝岩である。ととでみられる輝岩Kは中程~

粗粒で、黒雲母が全々はいっていないものと、非常K組経で、大き左黒雲母の結晶が、

かなb多〈入っているものとがある。後者の風化したものからは蛭石か採集できる。構成

鍛助は普通輝石、しそ輝石が大部分を占め、かんらん石、黒雲母がやや含まれている、

ど〈少量ではあるが、斜長石を含むとともある。

④の地点 以前、ゴマ石と称して、石材を採掘していたととるで、そのあとは今も銭っている。

ととで採集できるのは関緑岩である。

構成鉱物は普通輝石、角閃石、黒窓母、斜長石、カリ長石、それに少量の石英よ D成

b、⑥の地点で直接古生層と接している。

@の地点 小滝)11(箆頭川 )Kかかっている橋をわたるとすぐに深成岩類と古生居心接触面がみ
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られる。(よ〈注意しないと見倒Zしてしまう。橋から約 10mぐらいのととるKある〉

橋の下Kは、一見チャートと見まちがうような石英ホルンフェルスが露出している。

ζの石英ホルンフェルスを薄片にして、 1 0 0倍ぐらいの倍率でみると、ルチルの針状

結晶がみられる。



⑥の地点 背黒〈、ととるどとるに白い斑点のみえる岩石がずっと続いている、とれは角閃岩と

いわれる岩石である。角関岩はホルンフェルス帯の外例K分布し、透角閃石、直閃石よ

b成る。斜長石、カリ長石をほとんど含まず、変質をあま b受けなかったものは、粘板

岩、頁岩と混同しやすい。起源は不純物を多〈含む石灰質堆積岩が深成岩類の貨入Kよ

って熱変質を受けたものと思われる。

との岩石は、ちみつで色つやがよく、ととるどとるに白くみえている結品質石灰岩が

水にとけて、凹凸ができたものは小滝石と称い形のよいものは愛石家から珍重がられ

ている。

①の地点 一戸、福岡地方K広〈発達する河岸段丘を構成している、火山灰層で、福岡層とよば

れている。堆積時期は、含まれている炭化木片よb、 12，700土260年とされている。

①'の地点Kは赤紫色の安山岩が露出している。

⑥の地点 角閃岩くあま b変質されてい左いので粘板岩とまちがいやすい〉を、火山礎凝灰岩

〈第三紀、中新世)が不整合!tCj:，"沿っているのが観察できる。

「一一紹介山田町の津波 明治29年の体験を中'むとして

本書は山田町ユネスコ協会から発行されたもので、明治 29年 6月15日の三陸大津波

を体験した古老の話を口述筆記した第二章を中心として構成されている。方言を交えた生

々しい記録の連続が当時の恐るしさをじゅうぶんに表現している。昭和 8年 8月 3自の津

波が大地震に伴うものであったのKおし、明治29年の場合Kは13回の地震が割合に弱

く〈最初のもののみ宮古で弱震、他は微震〉、揺震津波ではあってもその様相が異なって

いたととを教えられた。山田湾の固有振動周期が 10分であるととと、地震が最初から 5

回固までが 10分または 20分の間隔で起きているζ とが探い関係、があbそうである。

雑誌「自然J( 1 9 7 4.' 3 ) !tCは、との書を紹介い次のような文で結んでいる。

「山田@津波」は 16 3ページの小冊子ながら、明治 29年の津波そのものについて述

べた記録としては、もっともくわしいものであるう。

入手希望の場合は、下閉伊郡山田町教育委員会K連絡してもよい。頒価450円である。

〈横沢〉
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見学訪問記(その3) 北上地震観測所

教育センター 横沢 一 男 高橋北英

遠野の駅から車で 15分程、観音機で有名な福泉寺の 1Km程先K、「北土地震観測所」の看板が

立っている。朝K屯話した時、「 そζから右へ入って、電柱が立っている通!JVL来て下さい。車は、

腹を擦るかもしれませんよ」とのととであったが、その山道K入る。車はジープなので、腹のほう

は心配ないが、一車線のデコポコ砂利道は、なるほど酷いゆれである。時 h、両側から伸びた小校

がフロントガラス κ当る。車のメ→ー と時計を悦んでいたら、1.000m.のと とろを5分でついた。

× × × 

頂戴したパンフνァトKよれば、tJ(のようになっている。

東北大学理学部附属北上地盤観測所

包括遠野 (01986)2-2回o W 028-05 

位置岩手以遠野市松崎町駒木

(バス停は福泉寺の次の H駒木 Hが最も近い)

1410 3a'9E 390 2 a' 1 N H=356m 

とζは昭和 44年度に開設されてj:，'!J、右図のように 12個所の

衛星観測所(無人)を配置して、 ぞとからのデイ を有総(1個所のみ

は無融)で集め、それを解析するととKよって微小地援の発生分布を

。 5 10 15附n

知夕 、その時間的、笠間的な 11くせ Hを究明するとと Kよって、大地震予知への手がかbを得ょう

としている。場所をとの地K選んだのは、図の様な形の観測点が、花崩岩地帯の中に配置出来る様

な所で、鉄道からも逃れ、道路の影響も少ない所、という点Kあるとのことであ った。

× × × 

建物の張手には、風化した花嗣岩が露認を出 している崖があ夕、その中へ向って50mの地下草誌が伸

びている。 地下獄への通路の部

分には数台の地辰吉fが置いてあ

った。一応の説明を受けなが ら、

次身 と見ていったが、そのうち

の一台κ、ゆるやかな(周期2--

3秒くらいの〉波裂が説いていた。

「とれはなんですか」と捌いた

ととる、「海が荒れているんで

すよ」とのと とで、5互に説明を

求めたら、低気圧などが通過 し

て海が荒れると地面κ脈動がお、

と夕、ζ のような波裂が記録さ
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れるとのとと。「きのう、日本海を低気圧が通bましたから、とれはそのせいでしょう。台風なん

かのときは、隣の線と重なるくらいに左bますよJとの話o

との地震計の倍率は、地動の変位の周波数によって変化するので、館幅からすぐに地面のゆれの

幅を出すよう左わけにはいかないらしいが、地動は10ミクロン程度とのとと。既K何時間か動いて、

左bかっ動きを止めない針先見ながら、地般の軟かさ、波のエネルギーの強大さに触れるととができ

たような感じがした。

地下採には途中、 8枚の扉があった。 jjで仕切っているのは、主として、温度変化を避ける意味

なそうである。 50mの央官で、壁、床ともコンクリートで巻いてあるが、幾分湿っぽい。一番央

の、やや広いスペースK地震計が置いてあった。長周期地震計、 4秒雄藤針〈固有掻動周期4秒の

型式のもの)、短周期高感度地震計左どであb、いずれも電磁式で、と.の最後のものが各衛星毎捌

所K置いであるとのととであった。

× × × 

地下捺から戻って、二階に案内された。とのコ皆には衛星観測所ととこを含めた13点からのデー

タが入ってくる。データはエントνスC磁気宇ープK入れられるがそのうちの2点のデーチが抜き出され

て隣の機械に入れその振幅の読みから 雄援だぞ と判断すると、レコーダ〈ためとみ記録計〉が

動いて、 13点のデータを記録するという仕掛けになっている。感度50万倍程度で受けているというレ

コーダーの針は絶えずピクピク動いている。中Kは、剖と動きが目立つのがあるが、それは近〈の沢

水が激しく流れているからだという。「一時間もいれば、とれが動〈ととるを見れますよ Jという

話を聞いてまもなく、ガチャンという音と共Kレコーダが動き始めた。 13本の針が一斉K地震波を描き

出す。毎秒 3cmで送られる幅広い用紙K針が盛んK動〈。止ってから見ると地震が観測点によって

ずれている事が分る(震源K近い方が早〈ゆれ始める)とのずれによって露源方向が決られ、 PS

時によって距離が分るむで震源の位世が定められる。もう 4年もとこにいるという山本さんは「と

れは釜石沖ですねJと判断した。解析を沢山やっているので、今では記録を見ただけで、 t溜ま見当

がつくという。 νコーダーは、平均すると、 1自に卸........40回動くとの事であるが、根室沖地震の時な

どは、 4時間ほど動き続けたそうである。また、 20Kmぐらいまでは、ハッパ作業のときにも記録が

なされるが、波形の違いと、作莱昭司が倒ま定まっているととで区別できるそうである。

× × × 

とのほか、大森公式の係数は 100Kmぐらいまでなら 8 で合うが、近い地震のときには ~5tc し

ないと合わない〈表層でのP波が 2"""3Km/S程度のととになる〉こととか、三陸町Kある地殻変

動観測所〈その衛星観刷所は宮古と姫神山にある)のととなども伺った。

下に降bて地重要計のそばに行き、「さっきの雄援は?Jと聞いたら、 「ととでし£うかな」と言

われたが、わずかに線が太くなった程度Kしか見えず、針は相変らす百((l助を記し続けていた。

見学希望の場合は、電話ででも連絡してほしいということで、一時間もあれば、説明もひととb

bできるし、 νコーダーが劫くところも見られるでしょうというととであった。

1974年5月。うぐいすの声が近かった。「自然に忠まれ過ぎて」と山本さんは苦笑していた。
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宇 宙 と 星

盛岡三高 1年5組菊池 唱

冬の空には、オリオン座、大グマ座、小グマ座、ヵγオペア座……の星座が、冬の冷たい空気を

すかし、いっそう背白〈、いっそう冷たい輝きを増して、光っている。

天上の星は日どとに、そしてこの一瞬Kもその姿を変え、私たちに季節のま?とずれを告げるので

ある。夜の空は、宇宙の巨大さと、地球の微細さを痛感させてくれる。そして限b左い神秘の世界

へどんどんヲlつばられていくのを感じるのである。

人聞が存在してから今日までの激動の長い歴史を、宇宙は何どとも左かったかのように黙って、

見続けている。どんな時でも夜の空Kは星が何かを物語るようK光を放っている。

人間がとのよう左星K心をよせ、実体を深〈採った神秘極まる神話、伝説を伝えフ<.tあげてき

たのは当然では左いだろうか。

星K関してのいろんな角度からの知識が、時代ををつて観測され、しだいにその秘密がわずかず

三解き明かされている、とは言っても私Kとって星とは、宇宙とはまだまだ、神秘的在、空想的ま

世界なのです。との「宇宙と星」はとのような私K、科輔句視野からの見方を教えてくれたし、少

しではあるが、現実の姿をうけとめるととができたと思う。

まず大きさである。宇宙はどとまで続くのか、空はどとまで行ったら突きあたるのかe

地球上Kl':i-いて人聞は、ものととは地球中心に回b、太陽は日常生活jk欠かせぬもの、そして、

星たちは、夜の装飾品…・・・と思わざるを得なレ酒を持っていると思う。がもし可能だとして宇宙を

ずっと離れた所から眺めゃったら、そとKは、星雲、星団が数多〈散在して島宇宙をつく Dその中

のど〈小さ左一つがわれわれの銀河系だというととを確信できるととと思う。我々が見ている星は

ほとんど銀河系に含まれているというのだから、銀河系の広さが、そして隣の星雲まで 15 0万光

年というのだから宇宙の広さは何Kたとえたらよいものだろうか。星ーっとってみても太陽の数百

倍に台よぶものが多くある。明るさ Kしでも太陽よbはるかに明るく、放っエネルギーも大きい昼

が多くある。太陽の光でー自の時間が決められ、太陽中心に生活している我々はあまTvcも太陽中

心に物事を考えすぎていたのではないかと指摘される思いである。太陽を特別な存在と考えていた

のだ。もし:遠〈離れて輝〈恒星の光をうける惑星K住んでいたとしたら、太陽もやはb他の昼と変

わらず背白〈光る一つの昼Kすぎないのだるう。そして地球もその回 bを回る。単在る一つの感昼

にすぎまい微々たる存在であることを強〈感じさせられるのである。

宇宙は 50億年の年齢と推定されている。宇宙の姿は不変のものであると思っていたのは誤bで

あった。ある星は毎秒数万キロ移動していたれ数百万年まえまでは一点にあったものが飛びちっ

て現在の姿をつく D出しているものの、ある星はガスを放して白色わい星となb、ある昼はそのガ

スの中から生まれる。 50億年の問、宇宙は穏やかKその姿を変え説けてきた。短い命のλ閣に不

変とうつる宇宙、実は人聞の激動よ Dももっと強〈激しい変化を成しているのではないかと思うの
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である。

全天ーの輝昼 γリクスまで&7光年。 i&7Jというとすぐそとにあbそう左感じ、だが光の速

さで&7年。人間がどうやってたどbつける所か?

ゆえに昼は天を仰ぎみるもり、秘みつに冷たく輝るものなのだ。いつの日か人類は宇宙開発Kよ

b自由 K往来できる日が来るかもしれない。し:かし現代の我々は、手がとどかまいからこそ、宇宙

への大き左夢が、底知れぬ神秘さが、迷がとけるにつれて深まる疑惑が、星の世界への突入を、か

きたてるのだと思う。

岩手県最古の岩石はシルリア系〈ゴトランド系〉てなく花嗣岩類てある己と。

かねが初Jく上山の花嵐岩体は、古期の花崩岩類陀属するものであって、北上山地陀多い下部白

亜紀の花崩岩類と異左っている岩体である事は、これまでいろいろの人によって言われてきた

所であった。しかし黒雲母による K-Ar法の測定から見ると、それほど古い岩体とは言え左い

結果が出ていた。

しかるに最近陀村田正文氏ほか 4名の報告書が予報として出るvcj;....よび、氷上山花崩岩体K

闘係、ある大森・沢の花崩岩類が、野外の層位関係から見ると、年代制IJ定のζれまでの結果K反し

て、シルリ 7系の下部K位置し、花崩岩塊が下部デポン系の大野統の中に喋として含まれる事

が発表されるにいたった。

筆者らはとの点K注意い南部北上山地の野外巡検の際K大森沢を検討して見たいと考え、

学生を中心として野外の調査と討議を行左った。

との検討の結果は、結論から述べると次の様K左る。

(1) 大森沢の支流とも云うべきクサヤミ沢では、花崩岩類の上K、アルコーズ砂岩層が不整合

に重在って居b、その上位陀シルリア紀の化石を含む、これまで知られてきた石灰岩層が重

なっている。したがって、川内統のシルリア系よ b下位K花樹岩類が存在する事は確実であ

る。

(2) 乙の附近のシルリア系の石灰岩類は花崩岩類K近接している陀もか hわらず、熱変成作用

を受りて居らない。との点クサヤミ沢の石灰岩陀化石が多〈産出する事で、との花崩岩はど

うして熱変成を石氏岩にあたえてい左いのか、これまで注目されていて、多〈の人は気附い

ていた所であったりであるが、不整合関係である事陀よ b、乙の疑問点が明らかになった。

(8) クサヤミ沢附近の大き左崖K大野統K属するデポン系が良〈露出しているが、との一部に

花崩岩類が見られる。とれは従来貫入する花崩岩類と解釈されてきたが、現地で良〈見ると、

全部岩塊として堆積岩の中K含まれ、貫入しているように見える岩脈状の花崩岩質岩石は、

すべてアルローズ砂岩層陀属し、火成岩として貫入している花崩岩はまい。

紙面陀余白が左いので、くわしい野外観察の結果は省略するが、日本列島も νルリア系の

堆積以前K、語、注る陸地が存在していた事は興味がある所である。

〈岩大地学科学生、橋本英明ほか 7名〉
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地学ニユース(脳和48年 4月一脳和49年 3月〉

4月 28日 伊豆の道路で土砂崩れ。現場は函道

1日 パカ陽気、初夏の汗。大陸の高気圧 136号線。数日前Kも近〈で土砂崩

がちぎれて日本海側を中心陀東北南 れがあったばかb。とれは 10目前

部から中園地方陀援b出して来たた どろから 1日告きに降った雨のため

め。東京では 2&2Cを記録。 岩盤の上Kのっている厚さ約 5Ocm 

8日 暑い/各地とも平年より 5C--8C の表土がゆるんだためとみられる。

高かった。

11日 一関市の大船渡線で土砂崩れで列車 5月

脱線。土砂崩れの危険の上陀保上現 2日 メイ・ストーム(大雨強風波 注意

象で盛り上がった土砂が乾きすぎ、 報)を警告。連休左のに関東地方は

列車の振動で崩れる。 25人クガを 雨治韓 bだし、近 、北陸では風雨

した。 が強まる。とれは、か左り強い低気

12日 東京で 26C。初具の暑さ。太平洋 圧が朝鮮海 陀あって東進中のため。

高気圧が近づいてきたため各地で平 8日 メイ・ストーム二替手が曲.日本陀集

年を 6度--1 0度上回る暑さ。 中豪雨。韓国船が山口県沖で転援し、

18日 午前 11時 40分どろ長野県上水内 1 1人不明。さらに播躍灘でも船が

都鬼無星村の飯綱山(954慨)が山 沈没し 2人死亡。

頂から地すべb。長さ約 2Km、巾数 9日 雨は東日本陀広がる。前日西日本陀

百悦陀わたって土砂を流した。地震 集中豪雨をもたらしたメイ・ストー

は予測できる。アメリカの学者が米 ムは日本列島を横断中。メイ・スト

園地球物理学連合の年氏総会で、地 ーム陀よ b高知では 250棚、和歌山

震の前兆を示す現象である岩石の膨 では 147棚の雨量であった。

強位を初めて体系的陀説明づけると 12日 秋田県八幡平熊沢の採の揚温泉の裏

とができたと発表。浅間山 4度目の 山で地すべbがあり幅 50怖、長さ

中爆発。 2月1日以来活発在活動を 250叩陀わたって土砂が〈ずれ落ち

している浅間山は、午前 8時K噴佳 た。 ζのため 16練が全厳した。掛

を45∞怖の上空K噴上げた。 場はスリパチ状陀在っていたため、

お日 午後 11時 21介、蘭東地方と東北 とれまでにも土砂が〈ずれたととが

地方K地震。援源地は八丈島近海で あった。

深さ 5OKmo八丈島で露度8を記録。 パングラデシーで大浜水。 3つの川

26日 浅間山 5度目の中爆発。前ぶれも左 からあふれ出る洪水は、町、村、水

〈噴煙を4000怖の上空K噴上げた。 田を含む広大左土地を水びたしにし
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続けている。とれまで陀国土の 4介 区一帯は降ってきた噴石でじやりを

の1を覆う。 しきつめたよう陀な b 、 l 人け;Ò~

20日 中国大陸からの黄砂が8日間続けて 8日 午後7時 20分t語、闘東全域、東北

日本を訪れた。例年より規模も砂の 地方一部K地説。宇都宮で露度30

設さも最大。また奄美大島から東北 17日 午後 O時 55介どろ北海道、東北、

地方まで、きわめて広い範甜で確認 関東、北陸陀かけて地展。最高は謝Ii

された。 路、幌室の説度 50震源地は様室南

夕方、福井県敦賀湾でたっ巻が発生 東沖 50Km、深さ約 2OKmo 

し、ヒョウが降った。たつ巻の吸込 北海道、反北の犬平洋沿岸K津法も

まれた雲までは約1500慨。 押し寄せた。負傷者は 24人、根室

21日 オーストラリアの天文学者チームが 沖はとれまで無地震地域だ勺たが、

宇宙陀存在する 2偶のブラックホー 最近の調査で根室半島中心K過去15._ 

ルの位置を確認したと発表。 2つの 年間陀最高 25cmの地盤の異常沈下

昼治爆発し、消滅した名残りの天体 の起きているととがわかっている。

で、地球から約7∞0光洋も離れてお‘ 18回 線室沖陀蛍iTj{をもっ地袋を織室沖地

b、確認されたプラ，タホールは 盛と命名。その後余録 36回統〈。

とれが初めて。とれ陀より、 昼進 24日 また北日本陀地炭。剣勝援度 5、根

化の最終段階陀ついての解明が大き 室露度 40

〈前進する。 26日 九州、山口 K最雨浸水相次く・0

22日 米衛星の写真〈地球資源技術衛星ア 北九州市で 198棚、下関、佐賀で

ーツ 1号)より、閣東南部をほぼ東 140棚o

北K走る大き左「活断厄 Jが発見さ 集中豪雨のため、福岡県朝倉郡では

れた。 リモートセンシング特別養員 各地で山〈ずれo

会は地説対策からも早急左調査が必 勾日 九州で豪雨で被害。福岡では造成地

要とみて検討中であるo 北日本の夏 崩れて 1人死亡。とれは済州島の南

は不l瞬まので農家は低温、早冷陀証 西Kある低気圧がゆ勺〈り東北東K

意と気象庁は予報。 進み、それにつれて梅雨前線の活動

30日 小笠原諸島西之島南東約 2Kmの付近 ;o;活発化しているため。また根室で

で白煙カS噴き上げた。海底火山が爆 地説、援度 4、蛍諏地は様車半島沖

発か? で深さは約 40 Kmo文部省の測地学

31日 西之島付近の白鍾の後、海底火山発 審議会は総会で「地袋予知の推進K

見。ひ主うたん型で南北の長さは 1 蘭する第 8訳書十画 jと「火山噴火予

Kmo岩と砂のかたまり。 知計画 jを決めた。地露Ki喝しては

光波損lJ1註を全幽陀払大して呉常が見
6月

つかったらその周辺を定期的陀築中

1日 桜島がたて続けK2回爆発。桜島地 観測し、火山については、大学、気
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象庁の協力で観測を整備、強化して の影響と新月陀よる大潮が重在った

噴火予知を実現していとうという計 ためとみられる。

画。

30目 今世紀最後の皆既継続時間といわれ 8月

7分 8秒もの皆既日食が南アメリカ 8日 栃木県日光市でゴルフ中、立ち木陀

北東部、アフリヵ、インド洋陀かけ 退避していたゴルフ 7-2人が雷K

ての地域で見られた。 うたれて死亡。 2人1Jぞ重軽傷を負う。

4日 首都圏で雷大暴れ，午後 2時頃から、

ヲ月
山梨、埼玉、茨城、東京在どの県K

2日 台風 1号がフィリピン近海で発生、 雷と強い雨があり、国鉄 18本が運

いつもの年在ら 8月上句どろ発生す 休、東京都内 450戸浸水という騒ぎ

るのだが、過去の最も遅かった記録 陀在った。

昭和 27年の 6月9日tclク月ちか 5日 長野県で激しい落雷があり、小掌生

〈上まわる新記録と在る。 ら8人が死tした。

14日 つゆ明けを 1日から 4目前陀さかの 6日 雷豪雨が7日陀かけて東日本を会そ

ぼり宣言。各地のつゆ明けは九州北 い大暴れ崩地的K集申豪雨と走り、

部 10日、四国近畿が 11日、東海 長岡市では7000戸地寝水する。調

甲信申国北陸 13日。 西でゴルフ中陀落雷陀より 2人死亡。

千島列島ちゃちゃ岳1J~ 160年ぶりに お日 東大地震研、気象庁、国土地理院在

哨火。 16日陀は根室市街地からも どでつ〈勺ている地震予知連絡会は

黒い噴煙が動いているのがよ〈見え 23日会議を開き、北海道根室沖の

た。 地震エネルギー陀ついて検討し、大

18日 東京地方は 11日間最高気温 30'C 地震が起とるととは考え陀〈いとい

陀走り、 18日Kは最高の 34.7'C う結論を出した。

を記録。 23日 東京地方は酷暑K見舞われ、 18日

26日 日本列島は 7月Kはいってから 26 連続 32度を超える新記録を作った。

日までの!問、雨量が異常陀少左〈水 (過去の最高記録は昭和 45集、 21

不足が深刻化している。 7月はじめ 年の 16日間連続)水不足は一向に

から 26日までの雨量は、盛岡 8棚 解決せず。

(平年 173mm)、札幌 3mm( 9 0 mm) 29日 5月から活動の目立っている西之島

秋田 7mm ( 196 mm )、東京 30.5慨 東側の海底火山が4度目の爆発をし

( 140棚)である。 ているのがみられた。爆発間隔 3....... 

30日 異常潮位陀より、東海道沿岸、瀬戸 1 0介、煙の高さは 500悦陀遥した

内海、四国甫部陀かけての太平洋岸 が 30日陀1也事pさまった。

で潮位が高〈左り、仮路島、清水市

左どで浸水さわぎ。原因は台風6号
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9月 10月

12目 前から爆発をくりかえしていた西之 2日 浅間山は噴火のbそれが在いと発表

島の付近陀 10回自の爆発で新しい された。

〈直径 50悦位)火山島出現。 1日深夜、調東地方一帯が、 2回の

13日 国際地球電磁気掌、超高層物理母協 地震を感じる。午後 11時 16介、

会の総会で気象大掌校の伊勢崎講師 震度 4(銚子)と午後 11時 46 ~子

は日本海の地磁気のしま模様の発見 震度 2(銚子)で震源はどちらも銑

陀ついて発表。それ陀よるととのし 子付近、深さ 20キロ。

ま模様は日本列島陀平行K走ってお、 2日夜、熱帯低気圧が発達して台風

り、わき出し口は日本海海盆の申央 1 5号発生o

付近で東北東から西南西K走ってい 6日 朝寒気回が、上空を覆い、旭川陀初

る。 氷、盛岡K初籍、東京もとの秋最低。

22日--30日シートピア計画の海底居住基 6日正午の鋭部1]では、台風 15号は

地が海面 53悦の海廃陀設置され、 中心気圧875悦b問鑓している。

実験が始古る。 6日昼、小笠原諸島父島の北北東

勾日 糸魚川市守申心陀集中豪雨があり、 260キロあたりで、 2ヶ所カ噴火。

1800戸か浸水、老人 1人が行方不 11日 小笠原諸島西之島沖の新火山島は存

明と在る。 続の可能性を 5介陀して、火口がふ

24日 25日陀かけて青森、北海道南部陀 さぎ、噴火口は 1ヵ月間ltC700慨も

集中豪雨。 1昼夜で300ミリも降り、 移動o

北海道、知内町、青森県下北半島む 11日 1 1日朝、南太平津カロリン諸島近

つ市左どで死者 15人、行方不明 6 海陀発生した熱帯低気圧が、同日夜

人、建物全半接 57戸等の被害争出 台風 18号陀在勺た。中心気圧1000

す。 勿tbo

zl日 硫黄島の南東4000Kmの海上で海底 12日 西之島の西海でも海底爆発が観測さ

火山の爆発の形跡、を静岡県のカツオ れた。

漁船が確認した。 14日 コホーテク馨星は接近中で正月陀は

30日 ソ連は、日本近海で 10月中K予定 金星の明るさであろうと推定。

していた 4回の気象ロケットを舛務 15日 西之島南東へ600Km離れたところで

省の申し入れにより中止寸ると発表 海底爆発。

した。 15日 午後 O時 14介、東日本陀地震があ

80日 午後3時 18介、調東一円、中部、 った。震源は福島県沖、深さ 40キ

東北、北海道の一部で地震があり、 ロ、震度は小名浜で20

震源は銚子付近、探さ 40キロ、議 17日 火昼が6500キロの「中接近」

度は銚子で40 17日 まだ 10等昼〈らいのコホーテク蓉

昼を東京天文台が撤影陀成功。
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22日 午前 4時 40介、羽東地方の一部陀 介頃、東北地方、調束、北海道のー

地震、震源は銚子付近、深さ 40キ 部陀地震があった。震源は宮城県沖

ロ。震度は銚子で 2。 で深さ 20キロ、大船渡震度4、石

29日 午前 6時半、硫黄島南東約 400キロ 巻、宮古、仙台、福島、盛岡、一喝

の所で海底火山爆発。黄色だった。 震度8。

30日 午後 O時半、上述の火山爆発を朝日 15日 大島で群発地震、伊豆大島で 14日

新聞社機「早風Jカ報影。爆発地点 午後 3時 53外から 11時 49介ま

は 2か所らし〈交互陀約 10外崎隔 での間陀震度 4から 1までの地震が

で、噴き上げていた。 1 0回あ勺た。

17日 東京で寒冷前線が通勺た 17目、強

11月
風カ吹き荒れ瞬間最大風速 2&7慨

1日 根室沖、左孝子大地震.の H根 H北大地 を記録、気現は平主より 5度から

球物理掌教室の横山泉教授、阿部勝 1 0度も高〈、 10月初めの暖かさ

，征購師は、とれまで見逃されてきた 吃左勺た。

「津波Jを手がかb陀新た左見地か 19日 午後 10時 2外頃東北地方を中心陀

ら検討し走会した結果、北海道の根 か走り強い地震があった。盛岡、石

室半島沖には、マグエチ a ード 8ク 春、宮古、大船渡か震度4。震源、は

ラスの大地震争ひき起と寸余力がま 宮城県沖で深さ 20キロ。

だ残っているという結論陀達した。 21日 「との際 サーチライト禁止を/J

根室で震度8、震源は根室南東 60 響星の観測で要望。

キロ、深さは 20キロ。 勾日 午後近畿地方の全域と四園、中園地

7日 立冬、日本列島寒気彰台う。日本列 方在ど陀 2回陀.わたってか左り強い

島は、との目陀ふさわしい優勢在寒 地震があった。震源は 2固とも和歌

気団が大陸から流れ込んで、東京、 山県。はじめσゆれは午後 1時 25介

仙台をはじめ、各地で最低気温を記 頃で震源、は有田市の地下約 20キロ、

録した。 マグニチュードは邑 5だった。また

10日 鳴東陀季節外れの大雨、東京の 1時 2回目は午後 6時 191子、 1回目よ

明雨量、 11月では 27盆ぷbの りやや内陸部の地下約 40キロで起

2 3ミリ。気象庁創立以来 4度目の とった。マグニチュードは6.250 

最雨。

12日 冬本番、白一色の北海渇。胡東地方 12月

は快冊。気象庁の観測では、上海付 1日 午前 2時 1外頃様室劃11路地方陀地震

近 1疋高気圧、カムチ.，.~カ陀低気圧 があった。鍵源地は、幌室市の南東

とい今西高東低の日本の冬の典型的 約 100キロ、深さは 40キロ。 6月

在気圧配置陀在った。 1 7日の根室半島沖地震の余震とみ

13日 東北を中心陀地震、午前 10時 12 ている。
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48 パイオエア 10号、自{素地点を通過 は八丈島近海で深さ約 40キロ。

木星の衛星の初の近凝倣彩κ成功。 29日 コホーテク銭昼、 28日午後 7時

5臼 午後 8時 1外頃仰木県宇都宵地方で 241子、時jlJ!4 0 万キロで太陽(iL~改

地説。渓務、は茨係県南西部地下約 接近、太陽から 2千百万キ 口、今度

6 0キロ、字者lI'fさ市で銭/!(2。 太陽周辺VC現われるのは 7万 5乎忽

7日 新潟市のf結 32センチは 12月初 後。

句 としては、 明治 29年 12月8日 31日 午前 4時、岩手町沼宮内で、約 20 

の 21センチ、防J4 3忽 12月10 m'の土砂がtAtれるカ材刷れがあった。

8の 21セン チl乞次ぐもの。 宅地i金成工 事中のプルドーザーの検

10日 秩回でドカ省、 死者出す。 験t~;は秋 みか。町蛍水道のパイ プの破裂l乞よ

田市で 48センチ、仙北{沼市外村で る水もれか。

は 102セ γチ、川手市では 90セン

チを記録。 l月

13日 コホーナタきま昼。4子生Eは見なさめ、 3日 米京地方の~f~ t，しタイ記録にも現わ

今忽の最後の姿は、演の中心の明る れる異常気象は、太陽の望点差交の極

さl吃5等級程度尽の長さ吐 5度。 小期のせいか。

288VC太陽に 2千万キ ロをで緩近 4日 illi之&新島は 「呪Jよりも 1.5倍の

し、事長短 1月108...AVCは日没後の 大きさ促成長。長さ 800税、幅 4へ

帽の笠に姿を見ぜる予定。 500骨Lo U伐火口跡は、高さ 80mの

15日 異常乾燥。来京では先月 18日から 丘2っすもつ太いr< Jの字形VC恋

連続 28臼間異常乾燥在意報。雨た r甘~。

しの無降水記録も ζれで述続 35臼。 5日 午後 4時半、和17i'部掛田町湯の沢国

19日 南倣熊島北東約辻 7キロ付近で海l叢 道 107号線でなだれ発生。

爆発があったらし〈匂面が倣戒で黄 午後5時 20介領、世紀の大すい昼

色〈謝っているの念発見。 を織影したがlω待む友 し〈 階かった。

21日 小笠原の火山勘「利之島幸青島 」と命 11日 明から昼11(かけて、岩手以和賀郡湯・

名。 田町の国鉄北上綿で長さ 180mもの

22日 喝采地方VC地従、館山で災度 30 ~ なだれが2回陀わたってなきた。

源地は千議娘巾活s地下約 70キロ。 128 午後長野A水内憾の思飯山中筋で在

26臼 来京地方で26日午前 91待の笑効湿 だれが山スキ ーを鋭う。

度が 34%ちをで下がっ た。説損Ij史上 16 8 午前 11時内之iifiで-*大宅己主誌研究所

最低の数字である。 は、話春第 l号の ロケットを打ち上

27日 公月~大接近。 300 &EVC 2 0回、米 げた。観視IJ用カフパ 9M製 45号機。

国の来海岸ー街、 高潮VC~運われる恐れ 二段ロケタトで全長 11.19 m。霊位

れ。 1. 5トン。 目的は電離層内の電子エ

午前 5時半日貨凋京地方陀地従。五霊源、 ネルギ ーの介;(fi状態を調べるとと。
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18日 1 2-1 6日、中国で日中共同の呉 ~で水議のよう tc軽い ガスができ て

常気後の研究会。中国の段栄町矧述 いて、気圧枕地球の 勾07干の 1とし

づけての央ゆきの探い気象研究tI:す ている。

ばらしい。 98 8日午後か ら9白甥Kかけて台風左

21日 来日月から太平滋{l!ijVC大輩、多いとと みVC発達した低気圧κよる大宮が、

ろで 50円n争とえる。 71自のカラ 沿岸地方を嫌う。宮古で62rm。

カラ天気もストップの来京地労。 午後、岐阜県宮城郡で巾 25m、長

24臼 正午、 秋田県山本邸の保守2・~波皐ダ さ 50 711大の雪崩。

ム下流で幅 60明、i￥さ5慨にわた ]0日 午後 4時半、長野県小県Hsの鷲が偽

り、古IIIlo で巾約 300悦の雪崩。

25ロ 238タから北海電と《北i也}jの日 夕方から、新潟平野部K今冬{N:・苅の

;.t.:海伺1を吹安ぉ、そう。 皐~ío 30-80cm。

午"ij4時 13 介、 ~t 話事J芭礎部Iて!t~j高 118 判長勾県八ク岳連峰鱗笛で、巾 10 

-必将校、保裳岬F毎夜沖 70キロ、{祭 甘い隠さ 40nnの表層雪崩。

さ 40キロ、震度は広陪で4。 12日 日米列島r.t真冬にもされた強い嫌波

27日 午後 3時 59介、湖東地方VCi也'点。 {て会そわれる。各地で段低気源念日己

'i#l原は銚子付近、i深さ 40キロ 、混成 録。

度rt銚子で 3。 15日 常山県下で 「三つの太揚 」が出現、

25円 シエトランド諸島東北ttTの鉱区で祈 剣信のそびえる東南の空U亡、太陽が

白lJaを発見。 3 つi1~んでみえる。 その回りを 7 色

の光'D輸がとり まいていた。

2月 両仮IJの 2つは半円形で繁がか つて な

2日 秋田U亡をた ]8 C7/1の新宮。 b、 7-8介で消え、光の輪も吃も

8日 以内民悔い!曳を伴った'4iVCみまわれ 在〈みえを 〈在った。 とれば 「幻日j

る。 と呼ばれる。

68 ~昼l乞接近した無人探損IJîl号マリナー 158 薄日もさし、東北地方は大宮ひと休

1 0号のテレビカメラ が自 〈厳〈。 み。

金星の芸の中lモ紫外線で見るとスジ 16日 午後 2時 、鹿児島県の京大宇宙空間

の よう友ものがみえるのを明ら治、κ 定見積1]所か ら式験衛星 (MS-T2)

した。とのス ジは赤道VC平行に走 b、 をゐt'Iんだ。わが国初の、誘潟方式の

うずtト描き左がら担Eへ向か弓。 三段式ロケット「 ミュ-3 c 1号機j

7日 ソ 主~のニ コライ ・コ ズイレフ教授が を・打ち上げた。

「水墨 VC大気があるととの被かたiiiE 23臼 2 2日夜から 23臼朝にかけて、白

拠を得たJと発建。昨伝 11月10 本列島は暖風あらしに在った。明 6

日、水星が太陽商を通過した際の介 l母、京家の気温は 16. 9度。;渇点、

た主主観測の結果、 600キロメ ートル 夜Jヒでは 20-30明の強l致。
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午後 1時 15 'l子、北海道南部と道央で 9日 湯田町は今冬の議留で5億 2000

で地媛、提務(は日高山脈中部、探さ 万円の災害。

6 0キロ。 20白 金星が午前 51待35介-71痔6介の

24日 午後 2時半、長好l来事異ク峰高原付近〈 l旬、月の臨まκか〈れ、星蝕があった。

の茅野市郊外の草山で、巾 50 CI/I、長 it¥iノ島 (小笠原諸島 )火山の調査が

さ1007nの表層雪崩。 行設われた。

21日 三原山の火口廃が l忽 4ク月の聞に

3月 7 0明位上昇。

1日 烏海山 (2230m)が l同 年ぶりに明 22日 羽束中心IIC春一喬、東北地方は大宮

火し、 か~りのuft維をあげた。 となった。

28 国道 107号線 (大荒沢付近)沿いで人 23日 新潟県莱』誌の海様施設が低気圧!ζ と

工雪崩すなζ した。 も念う高波で倣泌された。

3日 J込常冷水干ち;の影響で、大給渡の下鉛l度 26日 マリナー 10号 400万Krnの隊隊から

海岸ではじめて簿氷の張ったのが見ら 水星の写真をとる。

れた。 羽田 水星の表面は月に似ておPり、クレ ー

58 烏梅山が再び納骨量をあげる。 ターが多いととがわかった。マリナ

68 日長市村の悔の闘Jとは寒さのために例 -1 0号は 720Kmの近距離まで近づ

忽より 1ヶ月なくれる。 いた。

78 福島県三島町国道 252号線で、雪と土

砂の詮じった崩威で8人死亡。
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陥和 47年度行事報告

07月78(土) 修会開俗。岩手大説教育公自s101呑教室にて。 事業報告、決筑報告、監資報告

を承寂したあ と 、 新役員 ・ ~n、 事業計筒、 予伎が決定された。 そのあとの新演会は 、 感岡

地方気象台長光野一氏 の「航空と気役 」で、午後5時どろまで行左われ、質問も活発If(行た

われた。

o 1月16日(水) 教育センタ ーでスラ イト¥首可決会を笑施。スライド「ソ速の恐間接よ!JJを見

1.rがら備会長の説明を聞き 、そのあと話 し合いも行没われた。夕方から、コホウ テク器阜の

観空母を予定していたが、折からの怒天のため中止 と在った。

(とのあと 5月に講演会を企画したが、舟師一一束烹大会三陸大気球規制所長西村納氏ーーの者11

合がつかを〈左り、延期 した。 )

。会報 21. 22. 23号発行。

0 昭和 48包皮;~zQ • 容長

0等員会 6 回開II~

令長 橘行一(岩手大)

察長 菊偽武男 (下小路中 )

佐夢枕 (機岡田高)

名目元彦 (袋手大)

矯団主主 (城東中)

監資 村井貞允 (岩手大)

刷会長 高慢貞雄 (宮古商 ) 菅原啓一(下〆J'l!各巾)

佐撃証~l'/i党 ( 7iiH旬申 )

耳石係維一郎 (岩手大)

照井-011(符市高 )

怖沢一男 (殺育セ )

佐藤幸l民 (盛岡三高)

高純1ヒ英 (教育セ)

久光正:!義 (権問一高 )

昭和 4 7年度決算

収入 主集 融 金 86. 377 支出 講師謝 礼 26. 000 

会 t.~ 31. 600 会設、5号印席!J代 39. 000 

会誌 (会員外 ) 18. 765 会 議 i(1( 1. 005 

rj;. 告 科 26. 000 通 {き そ号 1 l. 0 30 

寄 付 令 1 L 000 事務用品 'lS: 45 

173. 742 77. 080 

手手引残高 96. 662 (1欠忽度勾越)
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陥和 4 8年度予算

収入 会 空苦 5 U 000 支出 通 信 4量 30. 000 

会誌 (会員外 ) 15. 000 持 師 側 礼 45. 000 

広 企Etコ 料 15. 000 総 会 4基 a 000 
繰 t主 金 96. 662 巡 検 'ft( 色 500

17.6. 662 研 修 'li( 4. 500 

会誌 6号印刷代 75. 000 

サ1 務 竜王 3. 000 

4'- 4描1 ぜそ 9. 662 

176. 662 

編集後記

例年通 り、 原稿集め1'(苦労 しま した。備集委員のメンパーが変わb、仕illl'(不償れだョたとと。

加えて、 編集子の怠慢κ よ予て発行が巡れ、 期日辿り原稿をいただいた方々 や皆様K純~感をかけ

たととを、まずもョて合託び致します。 「宕手のj虫学 」も 6号1'(な bました。 各号の編集後記で、

会員からの自主的な投稿、意見な どが呼びかけられてなりますが、反替があま りないようです。作

ョたものK反響のないのはさび しいかぎりです。今副とそ、会μの皆i僚のな しかりを]貿献 したいも

のです。

岩手の地学 第 6 号

昭和 49年9月258印刷昭和49年 10月 l日発行

関集室長発行者 盛岡市上回(郵便番号o2 0 ) 

岩手大学教育学脅し地学教室内

岩手県地学教育研究会

電話盛Itnl (23) 5171 内線430

仮替依岡 2022番

印 刷所 盛岡市南仙北 3丁目 5の 日

(有) 五 入社

llL話盛附 (35)3121 
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1幽

白老の海岸では、宮古l語群の基底の続賀燦岩崎κよって不鐙合VCl>':;I;'われた下部白亜紀の花街岩

が蕗出し、津波の必さも崖の所κ示されている。また在手の姐3物の附近K断層が見られる。縦賀際

岩層には、花樹岩が際として含まれ、化石会合む茂師砂岩庖がその上κ重なっている。

2図 ムカ・ンエンコワヵ・ェ x 1 

二戸市金田一ベ字湯図産

新生代、第三紀中新也門ノ沢Jrj

3図 三角貝 x U 7 

下閉伊郡田野畑村正当 ノ越産

中生代白昼紀宮古層鮮

4凶 コホウテク拳皐

昭和 49年 1月11日17時 30分 頃白老Kて

ミランタ・ f 1. 8 (開放)3 5秒

5凶 岩手山と吊 し桜

昭和 48年春

6図 岩手山とレンズ窓

昭和 48年秋
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(宮古高校図老分佼、狩野敏男)

(盛岡三高佐藤矛|庚)

(宮古尚校田老分校狩野敏男 )

(盛岡四日佐藤洗)

(盛岡四両佐l銭洗)



1図

2図

3図
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4図

5図

6図
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室
田学図の教科

65年の伝統が生み出す・.....

東書の教科書
島津康男著

声比

ーテ地

名古屋大学教授

高等学校

新しい理科

新しい科学

f 基礎理科

高等学校用〈 物理 1.ll.化学 1.
k生物 1. n.地学 1. 

小学校用

中 学 校 用

学校図書株式会社
東京都品川区北品川 1ー 1-14 
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地学の現代化にお役立て下さい
日本地学教育学会推せん品

・偏光装置付拡大鏡 (理振)中.高

(ポラスター) POK-I. POKー 11.
岩石薄片各，H!

・偏光投影機(ポラピジョン)

オルソスコーフ呼)fJ ~ P V -120 
コノスコープ. オルソスコープ両ml~ CPV-120 

光学 機械
岩本式岩石切断研磨機
鉱物岩石標本一 般
野外採集 用 器 具

各種鉱 物 切 断 研 磨
理化学器械 一 般

営
業
品
目

岩本鉱産物商会有限
会社

北辰光器製作所
東京都杉並区久我山 3-29-27 Tel 334-7959 

- I;，~ i_J!J!ll化

有限会社TEL東京 379-3466・3467・3468
東京都渋谷区代々木 1丁目 26番 1号

“伸びる教育
伸ばせ教材"

リソーTP
作製 ピクタ-

AV 

3MO H P 

岩手科学社

@ 
島津製作所特約庖

理化学器械、化学薬品、硝子器具

士言語ヨ
22成瀬器械

盛岡市上回一丁目 (ー高前)
T E L24-0423 

3MOHP 

庖
縫flijl~，ほf.Llrlll:'r，!:i: 1 r [j 131frl iりl思f'Iil~ ) 

T E L (.)1) 7 9 7 i ，fi外局品 (0196)
Ir{づIIDlri'i下銀行 I:rnぶ川弘込先ゅ25
'，:( ，'， ，)1 -1.町 l需 41¥;. .r~ m郎 }

'，:( r'; ，Ii 1lr田f2得 14¥;.・IH.i5l19:flG)

岡

岩手県立教育センター前

成盛、、
'
t
J
 

，，
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社
株
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-岩手県地学実習帳(資料集)・
〈参JJui1科〉
岩手県I血1'i図
岩手県の地質

秋田、岩手、 'I~~J世'l'{ tHt.&

日本列島の古J也l!l¥閃

日本9IJ';'~の地1f1各国 ・ 日本の変成者?

お四紀編年表

盛岡の気象要議のとド't1)}jIJmipJfe均

盛岡の気象要議・の il!j~J {~i

岩手の天然記念物

1. J忠 良

2.岩手の気象

3，海図

4.偏光顕微鏡による泣

岩鉱物のしらべn
5.火山灰のしらべ}j

6.地質図による;足利(1)

7.段丘潟資
i:("JO"l; 
f耳目TI，Ii




